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恐る べき 力 、 超 執刀 の 素質 を 眠ら せ て いる 














」 
26 歳 の 若き 外科 医 。 幼少 の ころ 、 父親 を 病 | 
で 失い 、 そ の こと が きっ か け で 医師 を 目指 す 。 
まだ 自信 が な いせ いか 頼り な げ な 言動 が 多 
く 、 看護 師 た ち に 叱 ら れる 日 々 を 送る が 、 ギ 
ルス に 侵さ れ た 感染 者 を 目の当たり に し 、 日 | 
本 カド ゥ ケ ウ ス へ と 入局 する 。 プ ト 
に ロロ 戸 U に E 丁 呈 HKIM 品 RI | 





エグ ー/ 竹 灘 





ドイ ツ 人 の 血 を 引く 21 歳 の クォータ ー。 手術 
助手 と し て の 最高 資格 、 国 際 看 護 資格 
(WNNS) を 持つ エリ ー ト 和 看護 師 。 卓 越し た 
知識 で 担当 外科 医 で ある 月 森 を 
サポ ー ト する が 、 若 さゆ え か 精 神 
的 に 未熟 な 面 が 垣間見 られ る 。/ 
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デ ォ ワウ 
人 為 的 に 発生 し た ペスト テロ が きっ か け と な り 、WHO の 完全 統制 の 下 、 
その 被害 の 中 心 で も わっ た ヨー ロッ パ に て 、 人類 の 驚異 と な る 伝染 病 や 
新型 の 疾病 、 人為 的 な バイ オテロ と 戦う 組織 、 カドゥケウス が 発足 。 





深 よ ワ 日 回 テ 
厚生 省 の 管轄 と し て 、 世 界 で 8 番目 の カド ゥ ケ ウ ス 機 関 が 日 本 に 発足 。 


プク ロロ ング 人 
「 よ り 強 く 現実 的 な 医療 機関 を ] と 、 厚生 労働 大 臣 日 比 谷 克 巳 氏 が 政 
府 に 強く 働き か け 、 カドゥケウス 機 関 を 行政 法人 と し て 独立 させ る こと 
に 成功 。 日 本 カド ゥ ケ ウス と 呼称 を か え 、 国 家 の 判 断 を 仰ぐ こと な く 、 
疾病 や 医療 危機 に 対す る 特務 を 独自 で 実行 する 権限 を 得る 。 


デン の 1、] 入 
アジ ア を 岩 拭 させ た 劇 症 型 H5 イ ン フ ル エ ン ザ へ の 防疫 策 や 、 積 年 の 
問題 と きれ て いた エイ ズ ウ ィ ルス へ の 有効 策 を 発見 し た 日 本 カド ゥ ケ ウ 
ス が 、 世界 の 5 大 医療 機関 に 名 を 連ね る 。 





5 ジン 4 回 了 軒 二 と 
新た な 八 威 が 人 類 に 影 を 落と し た 。 
若き 外科 医 月 森 孝 介 を 筆頭 に 、 
1 区 シシ ョ ッ ル マコ 
寄生 生命 体 ギル ス の 
戦い が は じ ま る We ay 











た | 森 孝 介 関 係 者 一 覧 7 パーa ゴ ニ 因 = 中 = に = コ に 3 コッ 測 当 に ji 


GOES EEEESees85SSE 


和 掛 真一 

HINICHIE に ロイ エロ に A に に 
北崎 病院 の 外科 医局 長 。 優 
れ た 技術 、 頼れ る 人 間 性 で 
実質 北崎 病院 の トッ プ 。 きび 
し く 月 森 を 叱 吐 し 、 医師 の 使 
W 命 を 伝え る 。 日 本 カド ウゥ ウケ ウ . 
ス 局 長 、 宗二 の 双子 の 兄 。 


北崎 成一 郎 
北崎 病院 の 創設 者 。62 歳 。 
華 か つて は 医 神 と し て 日 本 を 
代表 する 天才 外科 医 だ っ た ! 
が 、 栄光 の 日 々 か ら 20 年 、 い 雇 
つ し か 安 軍 と 保身 に 生き て 
し まっ て いる 。 | 








古 村 百恵 日 比 谷 克 己 
NMIGM ロ E' ロ RUMDRA KAT 呈 HMI:HIBIYA | 
北崎 病院 に 勤め る 34 歳 の べ 厚生 労働 大 臣 兼 日 本 カド ゥ 


ケ ウ ス 理 事 。 病 を 根絶 し て 、 
国民 に 幸せ を と の 思い か ら 、 
一 宣 僚 か ら 国 会 議員 と な り 
大 臣 職 に つく 。 63 歳 。 北崎 
威 一 郎 と は 旧知 の 伸 。 


新垣 修也 


呈 HYA へ RA 司 べ Kt 1 
若干 26 歳 で 日 本 カド ウケ ウス 
病理 研究 室長 を 務め る 、 自 


テラ ン 手 術 助手 。 面 倒 見 が 
よく 、 皆 か ら 頼 られ る 、 北 崎 
病院 の 母 的 存在 。 月 森 が 研 
修 医 の ころ か ら 、 彼 を 公私 
と も に 支え て きた 。 








呈 品 Ji に いて 己 遇 に へ KE 
背 掛 真一 の 双子 の 弟 。 日 本 
カド ゥ ケ ウ ス 局 長 。 医師 資格 





を 持つ が 、 研 究 家 で ある た め 、 他 と も に 認め る 天才 。 数 々 
病 を 治す た め な ら 手 段 を 選 の 難病 の 治療 方 法 を 発見 し 、 
ば な い 冷 徹 な 面 が あり 、 兄 と カド ゥ ケ ウ ス の 頭脳 と 呼ば れ 
は 意見 が 食い 培 う 。 注目 され て いる 。 











室生 卓 面 





に も 計 

に た も の ぐず < 人 deiRPIINI エム へ に 口 1 HH ロ ロリ ロロ 

日 本 カド ゥ ケ ウス 麻酔 医長 。 時 較 秒 和 な 人 柄 と 丁寧 な 物腰 の 
元 警視 庁 鑑識 。 的 確 な 判断 半 ベテラン 外科 医 。 カド ゥ ケ ウ 
力 と 冷静 な 対応 力 を 持ち 、 ス で トッ プ 3 に 入る 実力 を 持 
スタ ッ フ か ら の 信頼 は 厚い つが 、 そ れ を 誇る こと も な い 。 
が 、 男 ま さり な 性 格 が 災い し メン タル ケア に た け 、 愚者 の 
2 人 や の 拠り 所 と な っ て いる 。 






伊藤 優 用 


YUNGO IT ロロ ] 
日 本 カド ゥ ケ ウス の 看護 師 。 
ルル な ヨ = そい セション ルス 人 | 
の 26 歳 。 笑顔 を た や さ ず 、 難 」 
病 と 戦う 患者 た ちの 心 を ケ 
ア し て いる 。 佐倉 の 妹 、 り ん 
) の 担当 。 


佐倉 東吾 " 較 論 


ロロ ロロ - 己 へ に KUR へ | 
日 本 カド ゥ ケ ウ ス 勤 務 2 年 目 
の 外科 医 。 月 森 の 大 学 の 同 
窓 。 行動 に 不信 な 点 が 多く 、 
よく な い 噂 が 立っ て いる 。 妹 

の りん が ギル ス に 侵さ れ 、 
カド ウゥ ケ ウ ス で 本 病 中 。 














@ ビ EN い ビ ロロ RA 選 EMENT ロ F AD ロビ E ビ ロリ 


「 起 幸 カ カド ウケ ウス 」 の すゝ め 


ここ で は 「 超 半 刀 カド ッ ケ ウス 」 を プレ イ す る に 当たり 、 手 術 の まえ に 知っ て お 
きた い 大 前 提 、 基本 的 な 操作 方 法 や ゲー ム の モー ド に つい て 、 き さら に 移動 や 手 
術 時 の 画面 の 見 方 を 紹介 し て いる 。 切る まえ に 読む べし 。 


M 操作 方 法 

まず は 操作 方 法 を 覚え よう 。『 超 執 カド ッ ケ ウス 」 
で は 、 ポー ズ や 会 話 の スキ ッ プ 以外 の 操作 は タッ チ 
ペン で 行なえ る が 、 任 意 の 移動 や 会 話 を 進め る 際 
は 、 ボタ ン で 操作 する こと も 可能 だ 。 また 手術 中 は 、 








固 ボ タン 説明 























下 画面 (タッ チ ス クリ ー ン 











デー タ の 初期 化 


ソフ ト の デー タ 初期 化 方 法 を 説明 し て お こう 。 
[ 超 執 力 カド ゥ ッ ケ ウス 」 を セッ ト し て DS の 電源 を 入 
れる と 、 プレ イソ フト 選択 画面 に 「 ち ょ うし っ と う カ 
ドゥ ケ ウ ス 』 と 表示 され る 。 これ に カー ソル を あわ 
せ た 状 態 で 、 し ボタ ン 、 R ボ タン 、 十 字 ボ タン の 上 、 
スタ ー ト ボタ ン を 同時 に 押し な が ら A ボ タン を 押す 
と 、 初期 化 メ ニュ ー に 移行 する 。 ここ で カー ソル を 
「 は い 」 に あわ せ て A ボ タン を 押す と 、 データ の 初 
期 化 を 行なえ る 。 当然 、 初期 化 を 行なう と セー ブ 
デー タ は すべ て 消え て し まう の で 注意 。 








会 話 を 進め る と き に タッ チ の か わり に A ボ タン を 使 
用 する 程度 で 、 処置 自体 は タッ チ ペ ン を 使っ て 行 
な うこ と に な る 。 どの ボタ ン で 何 が で きる か は 以下 
を 参照 の こと 。 


⑩ 十字 ボタ ン 
ゲー ム モ ー ド の 選択 や 、 オ ペレ ーション モー ド 選 択 
時 の カー ソル の 移動 に 使用 。 


の A ボ タン 
タッ チ ペ ン の タッ チ と 同じ 役割 を する 。 項目 の 決 
定 や 会 話 を 進め る 際 に 使用 。 














 B ボ タン 
LOAD GAME で の 「 戻 る ] や 、 OPERATION で の 
「EXIT」 の 選択 に 使う 。 カ ー ソ ル が 「 戻 る ] や 
「EXIT」 に 移動 し た ら A ボ タン を 押す こと で 、 その 画 
面 か ら 抜 けら れる 。 タッ チ ペ ン の 場合 は 、「 戻 る ] や 
「EXIT」 を タッ チ す る だ け で いい 。 


の SELECT 
会 話 の スキ ッ プ に 使用 。 これ は ボタ ン 操 作 で し か 
で き な い 。 ス キッ プ 中 に も う 一 度 SELECT を 押す 
と 、 通常 の 会 話 ス ピー ド に 戻せ る 。 














@ START 
ポー ズ に 使用 。 ボタ ン で し か 操作 で きず 、 ま た 手術 
中 に し か 使え な い 。 





初期 化 を する 場合 は 、 
十字 ボタ ン の 左右 で 
「 は い 」 か 「 い いえ 」 を 
選択 し 、 決定 し よう 。 


IMf モー ド メ ニ ュ ー に つい て 

「 超 執 力 カド ッ ケ ウス 」 で は 物語 を 楽し む ス トー 
リー モー ド と 、 スト ー リ ー モ ー ド で クリ ア し た 手術 を 
何 度 で も プレ イ で きる オペ レー ショ ン モ ー ド の ふた 
つ を 楽し むこ と が で きる 。 モ ー ド メニ ュー 画面 に 表 








圏 モ ー ド 説明 


①NEw caME 


ド K OAD GAME 


OpsmarroN 














M 画面 の 種類 

ゲー ム 中 は 、 お も に イベ ント 画面 と 手術 画面 、 手 
術 終 了 後 に 得点 が 表示 され る ラン ク 画 面 の 3 つ で 
構成 され て いる 。 イ ベン ト 画 面 で は 、 上 画面 で スト 
ー リ ー が 進行 し 、 下 画面 に は 現在 地 が 表示 され る 
が 、 こ の 画面 で は 下 画面 を タッ チ す る か A ボ タン を 
押し て 会 話 を 進め る 以外 、 と くに 何 か を する 必要 
は な い 。3 つ の 画面 の 中 で 見 方 を し っ か り 覚 えて 
お か な けれ ば な ら な い の は 、 手 術 画面 。 詳 し い 見 
方 は 次 ペー ジ を 参照 。 











示さ れる NEW GAME、LOAD GAME は スト ー リ 
ー、 OPERATION は オペ レー ショ ン モ ー ド を 遊ぶ 
際 に 選択 する 。 そ れ ぞ れ の モー ド メ ニ ュ ー に つい 
て は 以下 を 参照 。 


NEW GAME 
スト ー リ ー モ ー ド を 新規 で は じ め る 際 に 選択 。 


@LOAD GAME 
スト ー リ ー モ ー ド で セー ブ し た デー タ を ロー ド す る 
際 に 選択 。 





@⑥ OPERATION 
スト ー リ ー モ ー ド で クリ ア し た 手術 を 再度 プレ イ す 
る 際 に 選択 。 デ ー タ を 初期 化し な い 限 り 、 一 度合 
録 さ れ た 手術 は 選択 する こと が 可能 だ 。 
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際 
My 手術 画面 の 見 方 

本 作 の メイ ン は 、 な ん と いっ て も 手術 。 全 37 の 手 
術 を ひと つ ひ と つつ 成功 させ な けれ ば 、 物語 の ラス 
ト を 知る こと は で き な い 。 そ の た め に は 、 プレ イヤ 
ー の 戦場 と な る 手術 画面 の 見 方 を し っ か り と 覚え て 





圏 手術 画面 の 説明 


の いい 二 いら の 3 


0 オリ リ 


MSS 子 77 














⑥ OPERATION SCORE 
執刀 中 の 手術 の 得点 。 手術 の 進行 状況 に 準じ て 
加算 され て いく 。 MISS し て も 減算 は され な い 。 


の MISS LIMIT 
各 手 術 で ミス を 許さ れる 回 数 。 ミス を 1 回 する た び 
に カー ド が 1 枚 減り 、 20 枚 の カー ド が すべ て が な く 
な る と ゲー ム オ ー バ ー と な っ て し まう 。 どの 手術 に 
お いて も 一 律 20 枚 。 




















@ TIME LIMIT 
各 手 術 に 設定 され た 制限 時 間 。 タイ ム が 00: 00: 
00 に な る まで に 手術 が 終了 し な けれ ば ゲー ム オ ー 
バー。 手術 中 に 制限 時 間 が か わる こと も ある の で 、 
つね に 気 を 配っ て お く こ と 。 





お く こ と が 重要 だ 。 手術 画面 に は 、 加 者 を 生か す 
た め の 貴 重 な 情 報 が 至る と ころ に 表示 され て いる 。 
どこ に な ん の 情報 が 表示 され て いる の か を 覚え 、 
COOL な 執刀 を 行 な お う 。 


@ 手 術 助手 
その 手術 の 助手 を 務め る 人 間 。 


@ 情報 
手術 助手 か ら 発せ られ る 情報 。 執刀 に 関す る 注意 
点 や 患者 の 状態 、 つ ぎ に 何 を すべ きか の 情報 が 表 
示さ れる 。 


⑥ バイ タル 
患者 の バイ タル (生命 値 )、 いわ ゆる ヒッ ト ボ ポイ ント の 
よう な も の 。 患者 の 状態 に も よる が 、 基本 的 に 最 
大 値 は 99。 この 数 値 が 0 の に な る と ゲー ム オ ー バ ー。 


@⑫ 心電図 
バイ タル を 図 化し た も の 。 バ イタ ル が 21 以 上 あれ 
ば 緑色 で 、 20 以 下 に な る と 黄色 で 表示 され る 。 














コー ル サ イ ン 

助手 か の ら ア ドバイ ス や 新しい 情報 が ある と 、 画面 の 
場所 に 出現 。 コー ル サ イ ン が で た ら CALL マ ー ク の 
で た 部 分 を タッ チ す る か 、 A ボ タン を 押し て 話 を 聞き 
終え な いと 、 処置 を 続け る こと が で き な い 。 会 話 を 
進め て いる 際 は 基本 的 に 時 間 が 止ま る が 、 希 に タ 
ッ チ し な く て も 自動 的 に 話 が 進む こと が ある 。 その 
場合 は 時 間 も 進 ん で いる こと を 覚え て お こう 。 


@ 術 野 
手術 を 施す 人 体 。 オペ レー ショ ン フィ ー ル ド と も いう 。 





⑥ 手術 パレ ッ ト 
各 手術 器具 の アイ コン 。 ア イコ ン を タッ チ す る こと 
で その 器具 を 手 に 持つ こと が で きる 。 各 器 具 の 詳 
細 は 10 ペ ー ジ 以降 を 参照 。 


10 








MM 器具 の 並び を 覚え よう 

まず は 10 個 の 器具 が どこ に 置か れ て いる か を 覚 
えよ う 。 手術 器具 は 下 画面 の 左右 に 5 個 ず つ 、 計 
10 個 が 配置 きれ て いる 。 左側 に は 上 か ら レ ー ザ ー、 
ヒー ル ゼ リー、 ド レー ン 、 ピン セッ ト 、 手 ( 超 執 刀 )。 
右側 に は 上 か ら ス キャ ナ 、 メス 、 第 合 キッ ト 、 注射 
器 、 保護 テー プ が 並べ られ て いる 。 

医師 で ある プレ イヤ ー は 、 愚者 の 状態 や 処置 方 
法 に 応じ て 、 これ ら の 問 具 を 選択 し 使用 し て いか な 
けれ ば な ら な い 。 手術 中 は 1 分 1 秒 を 争う た め 、「 メ 
ス は どこ か な ? 」 な ど と 悩ん で いる ヒマ は な い 。 必 
要 な 器具 を すぐ に 選択 で きる よう に し て お こう 。 な 
お 、 器具 は ふた つい っ ぺん に 使う こと は で き な い 。 


ly 器具 は 消耗 品 で す 


手術 器具 は 使え ば な く な る 消耗 品 。 使い 切っ て 
し まっ た ら 、 補充 され る まで は その 器具 を 使え な い 
状態 で 手術 を 進め て いく こと に な っ て し まう 。 器具 
の 消耗 度合 は 、 各 器 具 の 横 に 表示 され て いる ゲー 
ジ を 見 る こと で 確認 で きる 。 

た と えば レー ザー を 使用 し 続け る と 、 レー ザー ア 
イコ ン の 横 に 描か れ て いる ゲー ジ が 減り 、 アイ コン が 
赤 に な る と 残 量 は わずか 、 グ レー に な る と 使用 不可 
と な っ て し まう 。 大 事 な 局 面 で その 器具 を 使え な い 
な ど と いう 状態 に な ら な いよ う 、 器具 の 消耗 度合 を 
確認 し な が ら 手 術 を 進め る こと も 、 医師 の 重要 な 
務め と な る 。 


me 


@ 口 ロ ツ T ロ SE ロ F THE ロロ ヒ し 


手術 器具 の 使 ぃ 方 


外科 医 の 命 、 手 術 器 具 。 ここ で は 「 超 執刀 カド ッ ケ ウス 」 で 執刀 の 際 に 使用 する 
10 個 の 手術 器具 と 、 重要 な 情報 を も た らし て くれ る コー ル サ イ ン に つ 
する 。 どの 器具 が 何 の 処 置 に 使え る の か を し っ か り と 覚え て お こう 。 


いて 紹介 








圏 器具 の お か れ て いる 場所 と 名 前 


ゆ レ ー ザ ー 

@②@ ヒ ー ル ゼリー 
ドレ ー ン 
の ピン セッ ト 
@ 手 ( 超 執刀 ) 
スキ ャ ナ 

メス 
縫合 キッ ト 
串 ⑨ 注 射 器 

才 軒 ⑯ 保 護 テ ー プ 






















圏 消耗 度合 の 見 方 


IN 使い は じ め の 状態 


… 半 分 くら い 使 っ て いる 状態 


= 

… 残 り 少な い 状態 
マ 

NN … 使 い 切っ た 状態 











レ v 右 は 右 、 左 は 左 の クセ を つけ よう 


右 利 き の プ レイ ヤー は 右手 に 、 左利き の プレ イヤ 
ー は 左手 に タッ チ ペ ン を 持っ て 手術 を 進め て いる 
こと だ ろう 。 基本 的 に は 片手 持ち で 手術 を 進め て 
も いい 。 し か し 、 手術 が 進む に つれ 、 1 秒 の 回 復 剤 
投与 の 遅れ や 、1 秒 の 器具 の 持ち 替え の 遅れ が 許 
され な く な り 、 手術 を 成功 きせ る こと が 難し く な っ 
て し まう 。 左 に 並ぶ 器具 は 左手 の タッ チ ペ ン で 、 右 
に 並ぶ 器具 は 右手 の タッ チ ペ ン で 選択 で きる よう 
に し て お け ば 、 器具 を 持ち 替え て か ら 使用 する ま 
で の 時 間 を 短縮 で き 、 手術 を スム ー ズ に 進め られ 
る よう に な る 。 


bk ュ ュ 1 








圏 執刀 の 構え 


左側 の 器具 は 左 右側 の 器具 は 右 
の タッ チ ベ ン で 手 の タ ッ チ ベン 
選択 で きる よう で 選択 し 、 処置 





に し て いこ う 。 















レー ザー は お も に 、 腫瘍 、 ポ リー プ の 焼却 や 、 寄 
生体 を 焼き 殺す 際 に 使用 する 器具 だ 。 レー ザー を 
持っ た 状態 で 下 画面 を タッ チ す る と 、 タッ チ し た 部 
分 に レー ザー が 照射 され る 。 タッ チ し 続け る こと で 
レー ザー を 継続 し て 当て 続け られ る が 、 健康 な 臓 
器 に 照射 し 続け る と 傷 を つけ て し まう の で 注意 。 
傷 を つけ て し まっ た 場合 、 ヒ ー ル ゼリー で レー ザー 
痕 を 治療 し よう 。 レー ザー 六 か ら 血 が 噴出 し て 血 
だ まり が で き て し まっ た ら 、 ド レー ン で 血液 を 吸引 
し て か ら ゼ リー を 塗る こと 。 

圏 対処 例 


ポリ ー プ ブ 寄生 体 1 














寄生 体 ら 








ーー 


メス を 入れ る まえ や 、 災 合 が 終わ っ た あと の 消毒 
だ け で な く 、 継 合 の 必要 の な い 傷 口 を ひと 塗り で 
完治 させ られ る 魔法 の 楽 ヒ ー ル ゼリー。 ほ か に も 、 
裂傷 に 塗る こと で 出血 量 を 減ら し て バイ タル の 低 
下 を 抑え た り 、 腹膜 上 を 動き 回 る 寄生 体 の 動き を 
遅く させ る と き な ど に も 使用 し て いく 。 使 い 方 は 、 
塗り た い 場 所 に タッ チ し て ペン を スラ イド させ る の 
だ が 、 上 下 に スラ イド させ る の で は な く 、 上 か ら 下 、 
上 か ら 下 と 1 回 スラ イド させ た ら 、 また も と の 地点 に 
タッ チ し 直し て 塗る と いい 。 


較 対 処 例 


開創 時 閉 創 時 小さ な 裂傷 


レー ザー 痕 




















レー ザー を 当て た い 部 
分 に タッ チ し 続け る こ 
と で 、 軒 部 や 寄生 体 を 
焼き 殺す こと が で きる 。 


照射 を し 続け る と 内 蔵 
に 穴 が っ ! 血 が 噴き だ 
すま え に ヒ ー ル ゼリー 
諸 で 治療 する こと 。 













何で も 治せ る 
魔法 の オク スリ ! 





消毒 や 小さ な 裂傷 、 レ ー ザ ー 痕 の 治療 。 
寄生 体 の 進行 妨害 


縫合 終了 後 の 血 の に じ 
ん で いる 傷口 に は OK! 
が で る まで ヒー ル ゼ リ 
ーー を 塗り つけ る 。 


寄生 体 に 塗る と 、 動き 
を 遅く させ られ る 。 こ 
の スキ に ほか の 処置 が 
で きる ぞ 。 
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【 幸 | … ド レー ン 


長い 管 を 使っ て 血 や 水 な どの 液体 や 気体 を 吸引 
する 問 具 。 ドレ ー ン を 手 に し て 吸 引 し た い 部 分 を タ 
ッ チ する と 、 長い 管 が 出現 。 そ の 状態 で 管 を な ぞ 
る よう に タッ チ ペ ン を 下 か ら 上 に スラ イド させ る と 、 
液体 や 気体 を 吸引 で きる が 、 ス ライ ド の 距離 が 長 
いと 吸引 量 は 増え 、 短い と 減っ て し まう 。 1 回 で 吸 
引 し きれ な か っ た 場合 は 、 再度 吸引 口 に タッ チ し 
て スラ イド させ よう 。 な お 、 患部 に タッ チ し た あと 、 
ト か ら 下 へ スラ イド きせ る と 、 吸い 上 げた も の を 戻 
すこ と が で きる 
圏 対処 例 


あら の 
@ e 


| … ピ ン セ ッ ト 


異物 の 摘出 や 人 工 膜 の 移植 、 血管 や 傷口 の クリ 
ッ ピ ング や 史 合 な ど に 使用 。 異 物 摘 出 で は 、 取 り 
除き た い 異 物 を タッ チ し 、 そ の まま 左下 に で る トレ 
イ へ と 移動 きせ て か ら ペ ン を 離せ ば 終了 。 た だ し 、 
ガラ ス 片 や 要 な ど 、 人 体 に 刺さ っ た も の を 摘出 す 

る 場合 は 、 傷口 か ら 垂直 に ペン を 動か し 、 完全 に 
抜き 取っ て か ら ト レイ へ と 移動 きせ よう 。 な お 、 摘 
出 の 際 、 ト レイ へ 移す まえ に ペン を 画面 か ら 離 す と 
MISS に な る の で 注意 。 

また 、 血管 の 史 合 や 広がっ た 傷口 を 塞ぐ 際 に も 
ピン セッ ト を 使う 。 史 合 で は 離れ た 血管 の 片側 を 
タッ チレ し 、 も う 片 方 の 血管 の 上 まで スラ イド させ よう 。 
傷口 を 閉じ る 場合 は 、 傷口 を また ぐ よ うに ペン を ス 
ライ ド さ せ て 開い た 傷口 を 閉じ 、 合 可能 な 状態 
を 作っ て いく 。 









































田 対 処 例 
異物 摘出 ” 人 工 膜 移植 。 血管 恩 合 クリ ッ ピ ング 





家相 交 で 日生 きき 1 























お 兄ちゃん 
悪い ぃ の 吸っ て ぇ 。 





吸い た い 部 分 に タッ チ 
し て ペン を 上 に スラ イ 
Z 識 ド さ せよ う 。OK! と 
臣 記 で れ ば 吸い 上 げ 完 了 ! 


| 戻す と き は 戻し た い 部 
中 癌 分 を タッ チ し 、 いっ た ん 
ペン を 離し て か ら 、 上 
か ら 下 へ スラ イド 。 





| 
異物 の 摘出 や 傷口 の クリ ッ ピン グ 、 
血管 の 史 合 


人 工 膜 の 移植 が 必要 な 
有 際 は 、 ビ ン セ ッ ト 選 択 
時 に 、 左下 に 人 工 膜 を 
の せ た ト レイ が 出現 。 


傷口 を また ぐ よ うに べ 
ン を スラ イド 。 時 間 が 
た つと 開く の で 、 その 
後 の 処 置 は お 早め に 。 








| の |… 手 ( 超 雪 刀 ) 


手 は 人 工 膜 の 定着 や 心 停止 の 時 の 心臓 マッ サ 
ー ジ に 使う 。 人 工 膜 は ヒー ル ゼ リー を 塗っ た あと 、 
貼り つけ た 膜 の 上 を さす る よう に スラ イド させ る こ 
と で 定着 させ られ る 。 

心臓 マッ サー ジ は 心 停止 が 起こ っ た あと 、 画面 
中 央 に で る ガイ ド に ヒー ル ゼ リー を 塗り 、 黒い 心拍 
(プル ス ) バー に あわ せ て ペン を 上 下 に スラ イド させ 
る の が 一 般 的 な 処置 方 法 だ 。 成功 する と 「 ピ ロロ] 
と いう 音 が する の で 、 そ れ を 目安 に 往復 させ れ ば 
心拍 を 戻す こと が で きる 。 

また 、 ス トー リー が 4-2 ま で 進む と 使え る よう に 
な る 超 執 刀 を 発動 させ る と き に も 、 手 の アイ コン を 
使う 。 手 の アイ コン を 2 回 タッ チ す る と 、 区 の アイ コ 
ン に か わる の で 、 アイ コン が か わっ た ら 下 画面 に 超 


ーーーーーーーー 





執 力 の マー ク 如 を 描こ う 。 
画 対 処 例 
人 工 膜 定着 マッ サー ジ 

















訂 |… ス キャ ナ 


スキ ャ ナ に は エコ ー と ルー ぺ べ の ふた つの 使い 方 
が ある 。 エ コー は 臓器 や 血管 の 内 側 に 潜む 病巣 や 、 
寄生 体 の 影 を 見 つけ る と き に 使用 。 調 べた い 場 所 
を タッ チ す る と 、 タッ チ し た 部 分 を 中 心 に 波紋 が 広 
が り 、 波 紋 の 範囲 内 に 異物 が あれ ば 影 が 浮き 上 が 
る 仕組 み に な っ て いる 。 タッチ 部 分 か ら 異 物 へ の 
距離 が 近けれ ば 長 時 間 影 を 投影 し 、 遠 けれ ば 短 
時 間 で 消え て し まう 。 

級 密 な 処置 が 必要 な と き は 、 ルー ペ と し て 使用 。 
術 野 を 拡大 し て か ら 行なう 。 拡大 し た い 部 分 を ペ 
ン で 円 を 描い て 囲む と 、 そ の 部 分 が 拡大 きれ る 。 
拡大 を 解除 し た い 場 合 は 、 も う 一 度 画面 に 円 を 描 
いて も と の 倍率 に 戻 そう 。 

な お 、 ル ー ペ と スキ ャ ナ は 、 必要 に 応じ て 自動 的 
に 切り 替わる 。 

圏 対処 例 




















腫瘍 探知 寄生 体 探知 患部 拡大 





















sk 





二 度 お いし い 器 具 よ 


ーー ピー ニニ ーー ニー ュー ニー ラニ ニャー テニ ュー ニニ ニニ ーー ニニ ーー ニュ 





人 工 膜 の 定着 や 心臓 マッ サー ジ 、 
超 執 刀 の 発動 


多少 時 間 は か か っ て し 
まう が 、 写真 の 位置 を 
タッ チ し て お くだ け で 
も OK ! は も ら える 。 


ピン チ の 際 は 超 執 刀 ! 
な の だ が 、1 回 の 手術 
に つき 一 度 し か 使え な 
いこ と を お 忘れ な く 。 





患部 の 拡大 や 拡大 の 解除 、 
腫瘍 や 寄生 体 の 影 の 探知 


探り た い 部 分 を タッ チ 。 
タッ チ し た 部 分 か ら 病 
巣 が 近けれ ば 影 が 浮き 
上 が っ て くる 。 


対象 が 動か な けれ ば 、 
影 が 消え て も 、 影 の あ 
っ た 場所 に メス を 入れ 
れ ば 切開 で きる 。 
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識 メス 


メス は 度 膚 の 切開 や 腫瘍 の 切断 、 ス キャ ナ で 見 
つけ た 病巣 を 露出 させ る と き な ど に 使用 する 。 切 
開 の 必要 が ある 部 分 に は 、 切開 マー カー と いう 黄 
色 い 点 が 表示 され る 。 点 に タッ チ す る こと で 、 その 
部 分 を 切る こと が 可能 だ 。 

基本 的 に は 、 切開 マー カー に 沿っ て タッ チ ペ ン を 
スラ イド させ て 切開 し て いく 。 直線 状 の マー カー は 

- 筆 書き で スラ イド させ な いと ミス に な っ て し まう が 、 
円 や 三角 形 の マー カー は 、 一 筆 書 き で 切ら な く て も 
ミス に は な ら な いこ と を 覚え て お こう 。 た だ し 、 切開 
マー カー が あっ て も 周囲 が 人 体 の 場合 、 マ ー カ ー 
か ら 大 きく 外れ た 場所 を 切る と バイ タル が 低下 。 ま 
た 、 メ ス を 持っ た 状 双 で 切開 マー カー の な い 場 所 
を スラ イド させ る と 臓器 が 切れ て し まう の で 、 注 意 
する こと 。 


較 対 処 例 


皮膚 腫瘍 膜 コー ド 


朋 | 結 人 キッ ト 


切開 し た 傷 や 出血 創 、 塊 合 し た 血管 を 縫い 合わ 
せる と き に 使用 する 針 と 糸 の セッ ト 。 加 部 の 端 に タ 
ッ チ し 、 傷口 を 塞ぐ よう に 一 筆 書 き で 反対 側 の 端 
まで ジグ ザ グ に スラ イド させ よう 。 裂傷 合 時 は 途 
中 で ペン を 上 離し て も ミス に は な ら な い が 、 大 きく 切 
開 し た 部 分 の 縫合 で は 、 縫合 し きれ て いな い の に 
途中 で ペン を 離す と ミス に な る の で 注意 。 また 、 雑 
合 部 分 を オー バー し て 繕 っ た り 、 間隔 が 広 す ぎ て 
も アウ ト 。 だ いた い 5ー7 回 折り 返す 程度 で 縫 合 す 
る と いい だ ろう 。 























田 対 処 例 
外皮 切開 内 肛 切 開口 

















財 直線 の 切開 時 は ペン を 
章 部 べ さ な い こと 。 少し で 


嘩 も マー カー が 残っ て い 








y 


上 る こと ミス に な る 。 


腫瘍 や 膜 は 、 切り 残し 
た 切開 マー カー に あと 
か ら タ ッ チ し て も 切る こ 
と が で きる 。 


必 , 


裂傷 や 切開 口 を 閉じ る 


特殊 な 縫合 と し て 人 工 
弁 の 縫合 が ある が 、 片 
輪郭 を 縫う 必要 は な い 。 
ジグ ザ グ 縫 いで OK! 


写真 右 程 度 の 傷 は ヒー 
ル ゼ リー で 治療 で きる 
が 、 左 くら い の 大 き さ の 


四 傷 は 縫合 で 治し て いく 。 


っ 」 





KCtA EE ニニ エ ュ 5 ミミ ミト b ニ ニニ SS ンー 

注射 器 は 、 バイ タル を 上 昇 さ せる 回 復 剤 や 炎症 
を 抑え る 消 秋 剤 、 寄生 体 を 弱 ら せる ワク チン な どの 
楽 を 投与 する 際 に 使用 し て いく 。 注射 器 を 選択 す 
る と 、 画面 石 下 に その 手術 で 必要 と な る 薬剤 群 が 
表示 され る 。 薬 が 表示 され た ら 使用 し た い 薬 の 上 
を タッ チ し 、 そ の まま 上 に ペン を スラ イド させ れ ば 注 
射 音 に 薬剤 が 注入 きれ る 。 注入 後 は 注射 し た い 場 
所 を タッ チレ し 続け 、 薬剤 を 投与 し よう 。 な お 、 吸い 
上 げ る 量 は スラ イド の 長 さ を か える こと で 調整 可能 。 
長く スラ イド させ れ ば 多量 の 薬剤 を 注入 で きる 。 


























手術 の シメ 、 最後 の 処置 に 使う 保護 テー プ 。 
合 が 終わ っ た 傷口 に 貼っ て 仕上 げ を 行なう 。 まず 
は 、 編 合 痕 の 始点 に タッ チ 。 そ の まま 合 六 を な 
ぞ る よう に ペン を スラ イド させ 、 傷 が 隠れ た あたり 
で ペン を 離せ ば 処置 終了 。 長 すぎ て も 短 す ぎ て も 
ミス と な る の で 注意 。 テー プ の 両端 か ら 少 し 傷 が 
の ぞ く 程 度 で も COOL は 取れ る 。 
圏 対 処 例 








仕上 げ 











… コール サイ ン 


手術 中 、 手術 助手 か ら ア ドバイ ス が ある と き に 
出現 する コー ル サ イ ン 。 こ の サイ ン に タッ チ す る か 
A ボ タン を 押す と 、 上 画面 に 情報 が 表示 きれ る 。 
コー ル サ イ ン の な か に は 、 タ ッ チ し な けれ ば 手術 を 
続行 で き な い も の と 、 タッチ し な く て も 手術 を 続け 
られ る も の が ある 。 前 者 の 場合 は 時 間 の カウ ント 
も 止ま る が 、 後者 の 場合 は カウ ント が 止ま ら な いこ 
と を 覚え て お こう 。 


し 1 1 1 1 さ 5 ま ど 可 まき まき 








画面 右 下 に 手術 に 必要 な 薬 
剤 が 表示 され る 。 使 いた い 
薬剤 の 上 を タッ チ し 、 そ の ま 
ま ス ライ ド さ せよ う 。 


薬剤 を 注入 し た ら 注 射 し た 
い 部 分 に タッ チ 。 回復 剤 は 
人 体 で あお れ ば 、 どこ に 注射 し 
て も か まわ な い 。 








手術 の シメ だ 


深 が ろ な よ 


| oe ky gmmaomm 





9 テー プ は 上 か ら 貼 っ て 
mm も 下 か ら 貼っ て も か ま 
わな い 。 貼り や すい ほ 
うか ら 貼 ろう 。 





手術 の 手 を 止め る コー 
ル サ イ ン 。 これ を どう 
さば く か が 、 腕 の 見 せ 
どこ ろ と な る 日 も 。 
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@RANK ロビ 


神 医 を 目指 す 者 た ち へ 


医者 に な り た て の ころ は 、 手 術 を 成功 させ る だ け で 精 一 杯 か も し れ な い が 、 自 信 
が つい て きた ら 最 高 ラ ンク を 獲得 し 、 医師 オプ 医師 、 神 医 を 目指 し て みな いか ? 
ここ で は 高 ラ ンク 獲得 の た め に 気 に し て お くべ きこ と を 紹介 し よう 。 








M 点数 の 稼ぎ と どこ ろ を 知 ろ う 
手術 が 成功 する と ラン ク 画 面 へ 移り 、 執刀 し た 手 計 点 が 変わ っ て くる の で 、 詳 細 は 60 ペ ー ジ か ら の 


術 の 評価 が 点数 と ラン ク で 表示 され る 。 こ の ラン ク スペ シャ ル ボ ー ナ ス 一 覧 を 見 て 確認 し て ほし い 。 
は OPERATION SCORE と VITAL BONUS、 な お 、 ラ ンク が C の 場合 は 新米 医師 、 ラ ンク B で は 
TIME BONUS、 SPECIAL BONUS の 4 つの 項目 べ ベテラン 医師 、 ラ ンク A で は 名 医 、 そ し て 見 事 ラ ン 
の 合計 点 に より 、S 、A、B、C の 4 段階 で 評価 され ク S を 獲得 する と 神 医 の 証 、 超 執刀 の 称号 を 獲得 
る 。 た だ し 、 手術 ご と に 各 ラ ンク 取得 に 必要 な 合 で きる の だ 。 








画 評 価 内 訳 @ VITAL BONUS 

手術 終了 時 の バイ タル 、 0.2 バ イタ ル に つき 1 点 が 
加算 され る 。 保護 テー プ を 貼る まえ に バイ タル を 
99 ま で 上 げ て お け ば 495 点 が 入る 計算 だ が 、 つぎ 


3 っ ・ で 紹介 する TIME BONUS を 考え る と 、 これ は あま 
7 リル 人 776 り だ ん アオ / り よ ろ し く な い 稼 ぎ 方 。 バイ タル を 下げ な いよ うに 
% 7 手術 し て いく こと が 大 切 だ 。 
7747 220 の 5 
7 g9y ③ の うう ⑥ TIME BONUS 





手術 終了 時 の 残り 時 間 、0.2 秒 に つき 1 点 が 加算 
され る 。 つ まり 、 4 : 00 : 65 を 残し て クリ ア し た 場 
合 、4:00 ま で の タイ ム で 計算 され る 。4 分 は 秒 に 
直す と 240 秒 に な る の で 、 こ れ を 0.2 で 割っ た 数 字 、 
1200 点 が 得点 と な る 。VITAL BONUS で 495 点 を 
⑩ OPERATION SCORE 得る より 、 1 秒 で も 早く 手術 を 終わ ら せ た ほう が 高 

メス さば き 、 縫 合 の 手際 、 保 護 テ ー プ の 貼り 方 な ど 、 ラン ク を 狙い や すい ぞ 。 

処置 を し た あと に COOL、 GOOD、 BAD と で る も 

の が 加算 対象 と を る 。 も ちろ ん COOL に きめ れ ば  @⑳SPECIAL BONUS 

高 得点 を 獲得 で きる が 、 GOOD、 BAD と 処置 が 荒 手術 ご と に 設定 され た 条件 を クリ ア す る と も ら え る 

く な れ ば 獲得 点数 は 低く な る 。 ボー ナス 点 。 最高 で 2000 点 の 獲得 が 可能 。 

















医師 を 辞 ゅ ぇ 日 
手術 に 失敗 する と 即 ゲ ー ム オー バー と な り 、 医師 
を 辞め 、 病院 を 去る こと に な る 。 患者 の 最後 は 医 
師 の 最後 。 つま り 、 どん な に 難し い 手 術 で も 力 の 
限り を 尽く し て 成功 させ な けれ ば な ら な いと いう 
わけ だ 。 と は いえ 、 考え 直す 時 間 が な いわ け で は 
な い 。「 リ トラ イ し ます か ?」 の 問 に 「 は い 」 と 答え 
れ ば 、 失敗 し た 手術 を 何 度 で も や り 直 すこ と が 可 
能 だ 。 患者 に は 悪い が …… ら 


己 の 力 に 限界 を 感 
じ 、 さみし く 病 院 を 
立ち 去る 月 森 地 介 。 

人 
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DRY 172 
で し # う フス 寺 6 まで は うら に レー ザ 
YY 





emo ペーーー 


〇 0 ル だり 3、[) 
本 作 の スト ー リ ー モ ー ド の 番号 と 対応 。 


⑧@ 手 術 No 
本 作 で 行なう 全 手 術 の 通し 番号 と 対応 。 オペ レー 
レア 放さ の 】 ミ に コ (回 3 の 


で 〇 ル : と 92 
その 手術 の タイ トル 名 を 記載 。 


(た: と コ 
手術 を 受け る 愚 者 の 名 前 や 対象 物 。 


⑤TIME LIMIT 
その 手術 を 行なう 際 の 制限 時 間 。 基本 的 に は こ 
こ に 記載 され た 時 間 以 内 に 手術 を 終了 させ な け 
れ ば な ら な い 。 


GO た さき)EIGD4 
手術 を 行なう 部 位 や 対象 物 。 


ウジ ラウ アウ ウン ア ウラ ウッ クラ ジラ ラウ ウラ ウラ ウッ クウ ウラ ウジ 











NNN で で で で SNSNS で SSNSSSSS で KS で き で で で で ペペ で で SS で SS べ で で で で や で で SSSS で SSSSSSSN 






| の 手垢 要 
その 手術 の 概要 。 これ か ら 行なう 手術 が どう いっ た 
手術 で ある の か 、 何 を し て いく の か を 簡単 に 紹介 
し て いる の で 、 メス を 取る まえ に 一 読 し 、 予 習 を 
区 で X く AD ン と 月 


手術 手順 


手術 の 進め 方 を 順 を 追っ て 紹介 。 た だ し 、 人 体 に 
対す る 手術 に お いて 全 手 術 共通 と な る 開創 や 閉 
創 は 割愛 し て いる 。 開創 や 閉 食 に つい て は 次 ペ 
ー ジ に まとめ て お く の で 、 そちら を 確認 し て ほし い 。 











ババ パ ペ ペ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ こそ 


半 | 





リラ アン アン アア アア ン ア アン アン ン アン ン ア アン ン ア アン アンアン アン アァ アン ファ アン アァ アン アア ング に 


ADU り CE OrriGiAL GUIDE ロ ロ DO ロ K 





全 手術 共通 、 開き 方 閉じ 方 


外 上 度 を 開い た り 、 閉じ たり する 行為 は 、 手術 の 
際 に 必ず 行なう 処置 。 開 く 、 閉じ る の 表記 は 部 位 
に よっ て 異な る 。 開 創 、 閉 創 と 総称 し て いう こと も 
ある が 、 胸 の 手術 の 際 は 開 胸 、 閉 胸 、. 腹 部 の 手術 
の 場合 は 、 開腹 、 閉 腹 と 使い 分 ける こと も 多い 。 
手順 や 処置 方 法 は どの 部 位 の 手術 を する 際 も か 
わり は な い が 、 本書 中 で も これ ら の 表記 を 使う の 


| 靖 介 と 義 前 は 手術 の 基 
記 | 本 中 の 基本 。 保護 テ ー 











































































で 覚え て お く と いい だ ろう 。 間 まい c は タス 
3 0 
開き 方 /W___ 無 IN U 。  - 
よろ し く お 願 いし ます | | 開い て いる 部 分 を 結 和 
党 党 
に た ピコ i | 血 の に じん だ 部 分 を | 
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ど 16) 


4 トー リモ コレ エン ト 呈 T ロ RYs 選 HHART 


ここ で は 本 作 の スト ー リ の 流れ を チャ ー ト で 紹介 する 。 手術 No の ある も の は 、 
タイ トル 名 の 横 に 表記 され た ペー ジ で 攻略 を し て いる 。 
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eS IN【 い Al 


束 刀 の 心 得 


し と ルズ 








| 王 外皮 の 裂傷 縫合 


ピン セッ ト で ガラ ス 片 の 除去 


取っ た ガラ ス 片 は 、 右 下 に で る トレ イ ま で スラ イド さ 
せ て か ら 離 すこ と 。 ガラ ス 片 除去 後 は に に ヒール ゼリー を 
患部 に 塗っ て 終了 。 


| 回 上 腕 部 切開 


上 腕 部 切開 後 は 峰 と 同様 に ガラ ス 片 を 除去 し 、 傷口 
に ヒー ル ゼ リー を 塗っ て いく 。 























手術 No02 




















続 ・ 執 刀 の 心得 





スキ ャ ナ で 腫瘍 の 影 を 見 つけ る 
メス で 影 を 切開 
ドレ ー ン で 組織 液 を 吸引 




















メス で 腫瘍 を 切除 
ピン セッ ト で 腫瘍 を 摘出 
ピン セッ ト で 切除 痕 に 









































人 工 膜 を 移植 
人 工 膜 に ヒー ル ゼ リー を 塗り 
手 で 定着 させ る 


22 


|: 上 と ゴ 
に 寺 り いい は いり 


右腕 上 部 の 裂傷 の 縫合 お よび 、 ガラ ス 片 の 除去 。 た だ し 、 ガラ ス 片 は 外皮 だ け で な く 
皮下 に も ある の で 、 外傷 の 治療 終了 後に 切開 し 、 皮下 の ガラ ス 片 の 除去 、 消毒 を 行 


2 | 争 a 


レア すこ ル / ん マー に に ルリ レル 9 
いり と る の Y)E セ 】 ピ シル ル ョ ムシ 


評 | を スラ イド させ 、 抜く こと 


12 回 
ガラ ス 片 除去 後に 残っ た 小さ な 傷 
は 、 縫合 で な く ヒ ー ル ゼリー を 使 


| っ て 治療 し よう 。 


EE 衝 久 
主計 5:oo:oO 


胃 下 部 に 発生 し た 腫瘍 の 切除 お よび 、 摘出 。 た だ し 、 摘出 は ドレ ー ン で 腫瘍 の 細胞 液 
を 吸引 し 、 腫瘍 の 容積 を 減少 させ て か ら 切 除 、 摘出 する ボー ウエ ル 法 で 行なう こと 。 


| 周 2| 
詞 瘍 が ある の は 写真 の 場所 。 発見 
EE3: 泌 コー ジル / コ ウト: に っ た さ 


記 ] うに メス を 入れ る こと 。 


1 1 
腫瘍 の 周囲 の 黄色 い 点 を すべ て つ 
ぶす よう に 切開 。 円 を 描く よう に 


| メス を 入れ な く て も いい 。 





注射器 で 消炎 剤 を 
炎症 部 分 に 直接 投与 | 








狗 スキ ャ ナ で 腫瘍 の 影 を 見 つけ る 








回 メス で 影 を 切開 | 


| 画 ドレ ー ン で 組織 液 を 吸引 ] 


回 メス で 腫瘍 を 切除 











回 ピン セッ ト で 腫瘍 を 摘出 SS 


ピン セッ ト で 切除 痕 に 
| 人工 膜 を 移植 


人 工 膜 に ヒー ル ゼ リー を 塗り 








手 で 定着 させ る 


話 左 内 に は 3 つの 腫 間 が ある 。 ひ と つの 腫瘍 に 対し 
回 回 の 手順 で 処置 を 施し 、 それ を 繰り 返す こと 。 





Re 
手術 No0 ら と 同様 に 、 切開 口 か ら 
| 溢れ で た 組織 液 は ドレ ー ン で 史 引 


NN 


ADUCEU5 oFFiGIAL GUIDEBDOK 








剤 は 注 笛 器 を 志 に する と 右 下 
に で る 青い 葉 。 白く 災 症 を 起こ し 
引 て いる 部 分 に 注 間 し よう 。 


訂 彰 の 彫 が あわ る の は 写真 の 3 ヵ所 。 
の || まとめ て 3 つの 用 交 の 叉 を 切 義 し 
て も か まわ な い 、 





二 32125 ま 251 提 人 | [RW 
こく 中 


SE 


ン ン ン ン ン ン アン ン ン ン ア アン ン ン アン ン ン ン ン ン ン ンク クン グン ン ン クン 









の 





|| 画 スキ ャ ナ で 出血 部 分 の 拡大 。 


スキ ャ ナ を 手 に し て 出血 部 分 を 〇 で 囲む と 拡大 で きる 。 
拡大 を 解除 する に は 、 も う 一 度 術 野 を 囲む と 通常 の 
比率 に 戻る 。 





Z 介 出 血 部 分 付近 を スキ ャ ナ で 囲む と 
sl 思 部 が 拡大 。 患部 を 囲 お よう に 大 | 


ドレ ー ン で 血液 を 吸引 | < 府 ] き な 〇 を 描く 必要 は な い 。 
レー ザー で ポリ ー プ を 焼却 ” 5 


焼却 中 に 出血 が は じ ま っ た ら 、 ド レー ン で 血液 を 吸引 し 、 
ヒー ル ゼ リー で レー ザー 痕 の 治療 を し よう 。 


スキ ャ ナ で 術 野 の 拡大 解除 


拡大 解除 後 は 気管 内 の 別 の 出血 部 分 を 拡大 し 、 
| 回 の 処置 を 行なっ て いく 。 
























2| 
」| 血液 を ドレ ー ン で 吸引 し 術 野 を 確 
.| 保 し て か ら で な いと 、 レ ー ザ ー で 
の ポリ ー プ 計 却 に 入れ な い 。 











ll :E1 

OK! が で る まで ポリ ー プ に レー ザ 
一 を 照射 し 続け 、 焼却 完了 後に は 
ヒー ル ゼ リー を 塗る こと 。 








| 回 b 

に し: に りり っ rdiilriFSDE さ xi 
| まり が で き て し まっ た ら 、 ド レー ン 
で 血液 を 吸引 し 、 術 野 を 確保 。 1 


| 

上 間 0 の は に 人 ま 中 の / え バ コ E3:19 ル モコ 
| ナ を 手 に 取り 、 術 野上 に 〇 を 描い 
て 拡大 を 解除 し よう 。 








の アア アン アンアン アア アン アン ン ア アン アン アン アア ンプ ンプ アン ノン ンプ ノノ ノノ ノブ ブフ ブ アア プク フ プ ンプ プア ププ グ ププッ 





の ベラ の 


1 
ペンペン の ヘン ベ ペ 、 


レス 
x プン フン ン ン クン ン ン イン ン ン ン フ ン ン ン ン ン ン ン ン フン フン ン ン ン ン フン ン ン ン ン ン ン ン ン ンズ に 


夫 計 に 己 AD ロ 所 り orrrGiAc gurpeeox 
ーッ ン Pd が と 
区 3 2 (人 





| 


ンス SE 














炎症 部 分 に 投与 
放 スキ ャ ナ で 腫瘍 の 影 を 見 つけ る ] 
影 を メス で 切開 8 


本 ドレ ラー ンー 組織 基本 店 。 へ い 
ドレ ー ン で 組織 液 を 吸引 ] 


ーー 
メス で 腫瘍 を 切開 
NR 
回 ピン セッ ト で 腫瘍 を 摘出 


注射 器 で 消炎 剤 を | 









バイ タル の 低下 が 激しく な っ て い 
る 。 処置 の 合間 に 回 復 剤 の 投与 を 
する クセ を つけ て お こう 。 

















| ピン セッ ト で 切除 痕 に 
人 工 膜 を 移植 

回 ヒー ル ザ リー と 手 で 
人 工 膜 を 定着 させ る 
腫瘍 は 全部 で 4 つ あ る の で 、 ひと つの 腫瘍 に 対し 放 
ーー 回 の 処置 を 行なう 。 な お 、 手 術 に 慣れ て きた の で 
あれ ば 、 さ き に 影 を 4 つ 切 開 し た あと 、 吸引 4 回 、 腫瘍 


切除 4 回 、 摘出 4 回 …… と 、 4 つの 腫瘍 を 同時 進行 で 
処置 する の も いい だ ろう 。 
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ご ご AD リロ ビ ビリ ら FFjEIAL- uioeagpk 
























トン 
アデン アンアン ン ン ア アン アン ン ン ング ノン アン アン アン ン ン ンク アア ン ン アン ィ 








ヒー ル ゼ リー を 塗り 
手 で 心臓 を マッ サー ジ | 


外傷 の 治療 と ガラ ス 片 の 除去 


大 き な 裂 傷 は 縫合 し 、 小さ な 傷 は ヒー ル ゼ リー で 治療 
を 行なう 。 ガ ラス 片 は バイ タル を 30 近 くま で 上 げ て 
か ら ピ ン セ ッ ト で 除去 し 、 傷 は ヒー ル ゼ リー で 治療 する 
と 安全 だ 。 


開 胸 肖 
ピン セッ ト で ガラ ス 片 を 。 
除去 し 、 ヒ ー ル ゼリー で 止血 


心臓 に 8 個 の ガラ ス 片 が 刺さ っ て いる が 、 一 度 に 8 個 
抜い て し まう と バイ タル が 低下 し 、 死 を 招い て し まう 
ガラ ス 片 を 2 個 除 去 し 、 ヒ ー ル ゼリー で 止血 、 回 復 
の 投与 、 と 2 個 ずつ 処置 を し て いけ ば バイ タル の 低下 。 

に よる 死 を 防ぐ こと が 可能 だ 。 ペペ 


ヒー ル セ ゼリー を 塗り 
手 で 心臓 を マッ サー ジ 
1 ピレス 4k ル リル レル 9 
除去 し 、 傷口 を 縫合 


リル ルオ ュー 









青い 帯状 の 部 分 に ヒー ル ゼ リー を 
| 塗り 、 黒い バー に あわ せ て 手 を 動 
か し て 心臓 を マッ サー ジ 。 





1 | 
叶 」8 個 の ガラ ス 片 を 除去 し な が ら 、 
ヒー ル ゼ リー で 止血 を する 。 バイ 
タル の 回 復 も 忘れ ず に 。 















| | 巨大 な ガラ ス 片 が 心臓 内 部 か ら 浮 
き で て くる の で ピン セッ ト で 抜き 
IMPZIAS xp 








| イベ バント で が 出現 し 超 志 タイ 
ム に 突入 。 時 間 の 流れ が 遅く な る 
引 この スキ に 縫合 を 行なう 。 








ーー ニー 






デア ン ン アン アン デア アン アン ンジ アン アン ン ン アン ン ン アン アン ン ン ン ン ン ン アンアン ン / ン ン ン アン ィ 


AD ビビ ピロ ロ FFtGiAL UDEBE ロ OK ( 





2 時 WW WW WT We 





5 SS へ や へ へ へ くさ へ へ へ いさ へ へ へ へい へ へ こい ここ ここ へ ここ ここ へ ここ へ 





スキ ャ ナ で 腫 臓 を 拡大 多 








4 玉 が コ 
ピン セッ ト で 血栓 を クリ ッ ピ ング 


クリ ッ ピ ング し た 血栓 部 分 を 
メス で 切開 


お タッ ル / メ 2】 ラー ンス 
に を た 】| 


スキ ャ ナ で 血栓 を 探し 、 | 














罰 一 回 の 処置 を 繰り 返し 、 ま ず は 5 つの 血栓 を 取り 
除く 。 の 血栓 の 位置 確定 後 か ら 回 の 吸引 まで に 時 
間 が か か りす ぎる と 血栓 が 流れ て し まう の で 、 速やか 
に 吸引 まで 進め る こと 。 な お 、 血栓 を 5 個 取り 除く と 
血 流 の 変化 に より これ まで 停止 し て いた 血栓 が 一 度 
に 動き は じ め て し まう 。 遼一 回 の 処置 を 繰り 返し 、7 個 
の 血栓 の 除去 を 行なう こと に な る 。 7 個 の 血栓 発生 後 
すぐ に 超 執 イベ ント が 入り 、 時 間 の 流れ が 遅く な る 
の で 、 慌て て 血栓 の 処置 を 行 な お うと せ ず 、 バイ タル 
を 安定 させ て お こう 。 





巡 有 2| 
]| 血栓 の ある 場所 の 確定 が 成功 し 、 
| つぎ の 処置 へ 進め る よう に な る と 


田 切開 部 分 を ヒー ル ゼ リー で 治療 ] 







ノ | どこ を 〇 で 囲ん で も 拡大 後 の 画面 


は 同じ 。 描き や すい 場所 で 〇 を 描 
き 時 間 短編 を 図 ろう 。 


OK! と 表示 され る 。 

















OK! の で た 血栓 が 流れ て いか な 
いよ う 、 ピンセット で クリ ッ ピ ング 
を し て 動き を 止め よう 。 


レル リカ ニレ ピル 4 の (中 に:! と 2 の JI 


」| を 切開 し 、 ド レー ン で 吸引 で きる 


状態 に し よう 。 













切開 部 分 に ドレ ー ン を 当て 0K! 


| が で る まで 吸引 。 吸 引 後 は ヒー ル 
ニー-| ゼリー を 塗る こと 。 

















手 に 意識 を 集中 ] 








ガイ ドラ イン に 沿っ て 友 を 描く ] 











体得 で きる まで 衣 を 描き 続け る 







3 
に 到 オ | ロビ スツル な - 必 メ ーー ゴ ひだ メー ニレ / 
が 文 に 変更 。 この 状態 に する と 超 
執刀 を 発動 させ られ る 。 











2 回 
画面 中 央 に 表示 され た ガイ ドラ イ 
ン に 沿っ て 廊 を 描く 。 正確 さよ り 
短 時 間 で 描く こと が 重要 。 


ー ラ | 画 
ン | ガイ ドラ イン が な く な っ た 状態 で 
宮 を 描く 。 3 回 成功 すれ ば 、 超 執刀 
を 体得 で きる 。 

















ビビ ロ LUMN 











座 は と こま で と 認め られ る の か !? 


超 執 刀 を 発動 させ る た め に 描く 女 。 じつは この 
区 、 雄 に に だ わら な く と も 発動 させ られ る よう 
だ 。 超 執 刀 を 発動 させ られ た 図形 の 一 部 を 右 で 
紹介 し て いる が 、 ダ ブリ ュ は 逆さ に し て M で も 、 
に リム の * だ ゴル ル っ 到 < と コモ コミ っ と 7: )【Aac4 っ 789/= 
いろ いろ 試し て みた 結果 、 この 超人 的 集中 力 を 
発生 させ る た め に 重要 な こと は 、 まず 、 ひ と 筆 書 
き で ある こと が 大 前 提 。 さら に 、 80 度 以内 の 角 
を 3 ヵ所 持つ 図形 で あれ ば 概ね 発動 させ られ る 
に ESP7/= 語 た さ 25 IE ヒキ 2jpXGE コ ルリ 9 の 
に リグ た YokolE と : は の CRY の 7 コリ / 和 /9/ の 
区 の 形 に 近い ほう が 超 執 刀 を 使え る 時 間 が 長く 
な る こと を お 忘れ な く 。 
























































四 注射 器 で 血管 癌 に 鎮静 液 を 注入 


、 注射 器 を 選ぶ と 右 下 に で る 茶色 の 薬品 が 鎮静 液 。 血 
い 管 音 が 大 きく な りす ぎる と 、 1 回 の 注入 で は 鎮静 化し 
な い の で 、 その 場合 は 何 回 か 注入 を 行 な お う 。 


、 | 回 銀 静 化 し た 血管 音 を メス で 切開  ] 
| | 画 ピン セッ ト で 癒 を 摘出 ] 


、 | 回 ドレ ー ン で 血液 を 吸引 し 
、 | 術 野 を 確保 


回 ピン セッ ト で 血管 合 | 


へ 葬 合 と は 切断 され た 血管 を 一 本 に つなげ 直す こと 。 
バ 血管 の 片方 を ピン セッ ト で つま み 、 も う 片 方 の 切り ロ 
1 に 乗せ る よう に 動か そう 。 史 合 後 は 騙 の 血管 縫合 に 
\ 入っ て も か まわ な い が 、 史 合 し た 状態 に し て お け ば バ 
そ 
ド 

















イタ ル は 低下 し な い 。 ほか の 血管 癌 の 状態 や バイ タル 
値 の 状態 を 見 て 行動 を 決め て いこ う 。 


血管 を 縫合 ] 


ひと つ 目 の 血管 音 の 処理 が 終わ る と 、 新た な 血管 癌 
が 1 個 発生 する 。 血管 の 縫合 を 行なう まえ に 、 回 復 剤 
を 投与 し バイ タル を 上 げ て お く こ と 。 2 個 の 血管 音 が 
出現 し た あと は 、 血管 を 1 本 縫合 し た 時 点 で 新た な 2 
個 の 血管 癌 が 発生 する 。 2 本 目 の 血 管 を 縫合 する まえ 
に こち ら も バイ タル を 上 げ て お こう 。 


回 スキ ャ ナ で 拡大 を 解除 | 


処置 を し や すい 場所 に 血管 音 が 入る よう 、 再び スキ 
ャ ナ で 愚 部 を 拡大 。 その後 回 一 骨 を 繰り 返し 血管 瘍 
の 摘出 を 行 な お う 。 な お 、 血管 音 は 右 の 写真 で 紹介 
する よう に 、 全部 で 11 個 を 摘出 を する こと に な る 。 














アア アア アデ アデ アア デア デン どど アア アン デア アア どど デア 。 





ls へ へ さい いい いい こい ここ ここ ここ べべ へ てこ さこ ここ で ここ ここ ババ こ 、 


で こぶ 


1 










引 釧 

yl 血管 疹 の 放置 は な る べく 避け た 
2 い 。 膨張 し て 破裂 する と 、 バイ タル 
が 急 低 下 し て し まう 。 


13」 

痛 の 切開 後 、 ほか に 破裂 間近 な 交 
串 が あれ ば 切開 し た 冶 に は 触ら ず 、 
議 当 ほか の 交 の 対処 を し よう 。 


2 | 回 回 

DETEErtE3ESEavyuJa い た 】PJ】 
当 | 防 合 まで を 行なわ な いと 、 バイ タル 
記 当 衣 人 1 さく: の る の: 及 


| 和 管 間 は 写真 の 順に 発生 。 5 個 の 
2 | 天 は すべ て の 四 衝 の 
| に 同時 発生 する 


AD ロビ ヒビ ロロ ロ FFICIAL 斑 1DE 互 口 ロ に 
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[時 | 半生 | る] 
に こ 








TS 

ドレ ー ン で 血液 を 吸引 

血 だ まり が で き て いる 部 分 は ドレ ー ン で 吸引 し 、 術 野 
を 確保 し て か ら 処置 を 行なう こと 。 


話 ビ ピンセット で 出血 創 を 閉じ る ] 
閉じ た 出血 創 を 縫合 | 


血 だ まり が で き て いる 大 き な 裂 傷 は 3 ヵ所 。 それ ぞ れ 
の 裂傷 に 対し 加 一 回 の 処置 を し て いく 。 


残り の 出血 創 を 縫合 
















| せる と 傷口 を 閉じ る こと が で きる 。 


| 義 
記 | て し まい 再び 出血 し て し まう 。 閉 
じ 





環 

血 だ まり に 隠れ て いる 出血 創 は 8 
つ 。 ドレ ー ン で 血 だ まり か ら 血 液 
を 吸引 し 、 傷口 を 釧 出 させ よう 。 





ピン セッ ト を 持ち 、 出血 創 を また 
ぐ よ うに タッ チ ベ ペン を スラ イド さ 


じ た 傷 口 は 、 時 間 が た つと 開い 
> た あと は すぐ に 縫合 し よう 。 


出血 の 激しかっ た 大 き な 出 血 創 の 
処置 が 終了 し た あと は 、 残り の 傷 
を 縫合 すれ ば 手術 終了 。 








記 ADU ビ UprriciAr guipEB ロ ok 


員 へ に シアン デン アン アア アン プン アン ン ン アン ン ン アン ン グン アン アン アン ング アア ンプ アア アン アン クアン アン アン ィ 









還 裂傷 の 縫合 | 
| ドレ ー ン で 血液 を 吸引 


まえ の 手術 で は 、 バイ タル が 低かっ た た め 血 だ まり が 
で き て いる 傷 を さき に 治療 し た が 、 こ れ 以 降 の 手術 
で は 、 裂傷 を 縫合 し た あと に 血 だ まり の ある 傷 の 治療 
を する こと を オス ス メ す る 。 : 


1 アジ に Mr コピ レン 4 リコ ピン 4 ] 
四 クリ ッ ピ ング し た 傷口 を 縫合 。 ] 

すべ て の 傷口 を 合 し た あと に も 手術 は 続 
傷口 を すべ て 縫 合 し て し まう と 、 つぎ の 段 | 
し まう の で 、 最後 の 裂傷 の 縫合 を 行なう 


イタ ル を 80 以 上 に し て お く こ と 。 な お 、 バイ タル 回 復 
は 傷口 を 閉じ た 状態 で 行なう よう に し よう 。 


スキ ャ ナ で 裂傷 の 発生 源 を 探す ] 


新しく で きた 贅 傷 の 近辺 に スキ ャ ナ を 当て 、 発生 源 
と 思わ れる 影 を 発見 し よう 。 3 


メス で 影 を 切開 | 














5 

裂傷 が 発生 し た 方 向 近辺 に スキ ャ ナ 
を 持っ た 状態 で タッ チ す る と 、 写真 
の よう な 影 を 発見 で きる 。 














回 

クレ を た 巴 和 [時 寺 / 独 の 
キリ アキ を 皮下 か ら 訓 出さ せよ う 。 
] 切開 痕 は ヒー ル ゼ リー で 治療 。 
















17 回 

キリ アキ は レー ザー を ちょ っ と 当 
て る と 点滅 する 。 点 減 が 終了 し た 
ら も う 一 度 レ ー ザ ー を 当て よう 、 








皮下 か ら 露 出し た 発生 源 に 2 
レー ザー を 照射 し 根 移 する 。。 | VHRIDOW 


| バイ タル を 上 げ て お く こ と 。 

発生 源 は ギル ス と 呼ば れる 生物 兵器 の 一 種 「 キ リア 
| キ 」。 最初 の 1 体 を 駆逐 する と つぎ に 2 体 同時 に 出現 
| する の で 、 新 た に 発生 し た 裂傷 や レー ザー 痕 の 治療 、 
1 お: り 【 の た に めき 当 具 (3/2】 5 3 /【 ひ た | Ke コリ ルッ 
| 駆逐 し て いく 。 3 体 目 の 駆 逐 後 は 、 す べ て の 裂傷 を 締 合 
する の だ が 、 最 後 の 裂 傷 の 縫合 が 完了 する と 、 新た 
な 寄生 体 キ リア キ の マザー が 出現 。 その まえ に バイ 
タル を マッ クス まで 上 げ て お く こ と 。 マザー 出現 後 も 
回 回 の 手順 で 駆逐 を 行 な お う 。 


2 有 c 

マザー は 必ず 写真 の 作 を 発生 させ 
な が ら 出 現す る 。 中 央 の 傷 が で は 
じ め た ら 、 すぐ に 織 合 を し よう 。 


罰 d 

マザー は レー ザー を 1 回 当て る と 
皮下 へ 潜伏 回 一 右 の 処置 を 3 回 
繰り 返し て 駆 有 表し よう 。 


NN で や べべ で で の いや で や で の や で や で で で で で いや で の や で や で や で や の や で の バ 
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NN へ さい さい いい いい いい いい へ いい いこ いこ いい いこ いい こい ここ こい ここ で こてこて ペン 
PADUOEU5 orriciAu cuipgepok ト 、 」 
] | fs 弄 | 





いそ 


シン 


アア アン アン アン アンアン ン ン ン アン アン ン ン ン ン アン アン アア アン アン ノン ン ノア アン ン ン アア アン アン アン アン アン アア ンプ アン アノ ノン アン アン ン ンス ィ 








ヒー ル ゼ リー を 塗り 、 
手 で 心拍 蘇生 を する 


開 胸 後 メ ス を 取る と 、 心 細 動 を 起こ し 痩 渦 が は じ ま 
る 。 心臓 上 に 記さ れる 青い ガイ ドラ イン に 、 マッ サー 
ジ 中 に 乾 か な いよ う ヒ ー ル ゼリー を 多く 塗り 込み 、 
手 を 黒い バー に あわ せ て 動か し て いこ う 。 この 心 細 
動 は 、 手 術 が 終わ り に 近づく に つれ 発生 頻度 が 高く 
な る 。 心 細 動 が 起こ っ た ら マ ッ サ ー ジ を し て いこ う 。 
な お 、 心 細 動 を 起こ す と バイ タル が 10 ま で 低下 する 
が 、 時 間切 れ に な る まで これ 以下 に な る こと は な く 、 
回 復 剤 を 投与 し て も 回 復 は し な い 。 慌て ず に 処置 を 
し て いこ う 。 





メス で 心臓 切開 








術 野 を 確保 


ドレ ー ン で 血液 を 吸引 | 
メス で 弁 の 周囲 を 切開 ] 


切開 マー カー に 沿っ て 3 回 切開 を 行なう 。 まず は 弁 の 
左側 に 切開 マー カー が で る の で 、 これ を メス で 切開 。 
つぎ に 右側 、 最後 に 弁 の 周囲 を 切開 し て いく こと に 
な る 。 また 、 瑞 の 縫合 を 行なう まで に 時 間 が か か る と 、 
血 だ まり が で き て し まう 。 血 だ まり が で きた ら ド レー ン 
で 吸引 し て か ら 処 置 を 行なう こと 。 


ピン セッ ト で 弁 を 摘出 し 、 
人 工 弁 を 挿入 


弁 と 心臓 の 縫合 























ご へ AD ロビ ヒロ ロ FFICIAL 戸 り IDE 昌 ロロ 


ヒー ル ゼ リー を 和 準 り 、 | 8 


スキ ャ ナ で 出血 部 分 を 拡大 し | 


の アン アン アア アン アン グン アン アン アン グン アン ン ン ン ン アン アン ン ア アア アン アン アンアン アン ン ィ 














了 
/ | 写真 の 状態 で メス を 手 に する と 、 
心 細 動 が は じ ま る 。 ヒー ル ゼ リー 
を 塗り 、 手 で マッ サー ジ を し よう 。 


1 | 

心臓 と 血 の 色 が 似 て いる た め 、 血 | 
だ まり の 視認 が し に くい 。 弁 付近 
1 ロコ ジン スーkq に II と 月 





則 左 、 右 、 周囲 の 順に 切開 する 。 こ 
こ で スム ー ズ に 切開 で きれ ば 、 心 
に リル オニ ce っ を :』 ョ ピン 4 リル pkrc に っ 骨 





| 弁 の 枠 に 沿っ て 釘 合 する 必要 は な 
寺 | い 。 裂傷 妖 合 と 同様 に 、 弁 の 上 に 
し コン こっ と さら 】 ピュ ニ 1P と さら 月 







軸 





ON EE で で だ で と の ぐだ 記子 の の どど ご < 
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ドレ ー ン で 血液 を 吸引 | 
2 回 4 ニレ ルン 4 リル ニレ ンス ン 4 | 


クリ ッ ピ ング し た 傷口 を 縫合 | 


傷口 を すべ て 縫合 する と 手術 No11 (一 P31) 同様 キリ 
アキ が 出現 する 。 バ イタ ル の 回 復 を し て か ら 最 後 の 
裂傷 の 縫合 を 行 な お う 。 


スキ ャ ナ で 裂傷 の 発生 源 を 探す ] 
作 口 を クリ ッ ピン グ し た 状態 で バ 


この 手術 で は 最初 に 2 体 の キリ アキ が 出現 。 これ を 。 双 と 
肛 須 する と 新た に 3 体 の キリ アキ が 出現 する 。 隊 0 す る 聞く 


メス で 影 を 切開 0 ] 


皮下 か ら 露 出し た 発生 源 に 
レー ザー を 照射 し 根絶 する 


最初 の 2 体 を 駆逐 する と すぐ に 新た な 3 体 が 同時 に 出 
現す る 。 裂傷 や レー ザー 痕 の 治療 、 回 復 剤 を 投与 し て 
バイ タル を 安定 させ な が ら 、 還 一 還 の 手順 で キリ アキ 
を 駆逐 し て いこ う 。 5 体 目 の 駆逐 が 終了 する と すべ て の 
裂傷 の 縫合 と な る が 、 最後 の 裂傷 の 縫合 が 完了 する と * 
マザー が 出現 する 。 縫合 まえ に 必ず バイ タル を 上 げ て < 加 」 
お く こ と と 
に 新た な 3 体 が 出現 する と バイ タル 


が 一 気 に 低下 。 回 復 剤 を 投与 し 、 
弄 傷 の 縫合 を 優先 し よう 。 











血 だ まり が ある の は 3 ヵ所 。 出血 
| は バイ タル の 低下 に つなが る の で 、 
区 > コン ルリ ドコ ピル 4 rp 月 




























16 EI 
最初 の ら 体 は まとめ て の 駆逐 で は 
な く 、 1 体 駆逐 後に 回 復 や 魚 合 を 
| 行なう ほう が 手堅く 手術 が で きる 。 





1 6 

5 体 の キリ アキ 駆逐 後 、 す べ て の 
Zi 傷 の 処置 が 終了 する と マザー が 出 

婦中 現 。 バイ タル 回 復 を お 忘れ な く 。 
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外 友 の 腫瘍 を レー ザー で 焼却 ] 


白 と 黒 の 斑点 が 、 デ フ テ ラ に よる ギル ス 腫 瘍 。 この 腫 
瘍 に レー ザー を 当て 焼却 し て いく 。 胃 部 手術 の 場合 、 
開腹 後 は この 処置 か ら は じ ま る 。 また 、 研 の 摘出 を 行 
な うま で 腫瘍 は 増殖 し 続け る の で 、 摘出 が 終了 する ま 
で の 合間 に 患者 と デフ テラ の 状態 に あわ せ 証 と の 
処置 を 行なう こと 。 


3 ] 


胃 部 手術 で は デフ テラ の oc と B を 1 体 ず つ 、 肺 部 手 
術 で は 各 2 体 ずつ 2 組 の デフ テラ を 駆逐 し て いく こと に 
な る 。 胃 部 の 手術 は 、 合体 が スム ー ズ に 行なわ れ な 
く て も 究 地 に 追い や られ る こと は な い 。 し か し 、 肺 部 
手術 で は 2 組 の デフ テラ が 開 胸 直 後 、 短 時 間 の あい 
だ に 合体 する か 否 か で 手術 の 難度 が 大 きく 変わ っ て 
し まう 。 開 胸 後 すぐ に 合体 し た 場合 は 高 ラ ンク が 取 
や すい 手術 と な る が 、 すぐ に 合体 が は じ ま ら な か っ 
場合 は 、 超 執刀 を 使っ て も 手術 を 成功 させ る の に は 
か な り の テク ニッ ク と スピ ー ド が な けれ ば 難し い 。 


メス で デフ テラ を 切除 6 
ピン セッ ト で デフ テラ を 摘出 ] 


ピン セッ ト で 切除 痕 に 
人 工 膜 を 移植 


人 工 膜 に ヒー ル ゼ リー を 塗り 、 
手 で 定着 させ る 


外皮 に 残っ た 腫瘍 を | 





1 E1 

胃 部 の 手術 で は 、 黒 と 白 の 腫瘍 を 
すべ て レー ザー で 焼却 する と 、 1 組 
の デフ テラ が 出現 する 。 











回 

長 時 間 レ ー ザ ー を 当て 続け る と レ 
ー ザ ー 痕 が で き て し まう 。0K! 
が で た ら レ ー ザ ー を 離す こと 。 

















12 E1 

ヒー ル ゼ リー を デフ テラ の 進路 に 
浴 る こと で 移動 を 制限 する こと が 
で きる 。 











12 5 

合体 し た ら 、 す か さ ず ドレ ー ン で 
吸引 。1 組 に つき 3 回 DK! が で る 
と 切除 可能 な 状態 に な る 。 




















回 

]| 切除 可能 な 状態 に な っ た ら 、 最 優 
先 で 切開 する こと 。 放置 する と 腫 
記 | 瘍 が 大 量 発生 し て し まう 。 








レー ザー で 焼却 













回 
切除 痕 の 治療 は 後回し 。 バ イタ ル 
急 低下 の 要因 、 腫瘍 の 焼却 と 残っ 
た デフ テラ の 吸引 を し よう 。 


アァ ンプ ノン ノノ プア ンプ ノンノ ノン ノン ノン プン ング ノン ジン ング プン ン ン ン ン アン グン ン ン グン アン ン ン アン ンス 
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スキ ャ ナ で 水槽 を 拡大 ] 


ドレ ー ン で 水槽 内 の 水 を 
= メッ アー オム き 2 


水 は つ ね に 左 か ら 右 に 流れ て いる 。 この 水槽 の 水 は 
回 の 雷管 と 連動 し て いる の で 、 摘 出 が 終了 する まで 
に 時 間 が か か る 場合 は 、 合間 に この 処理 を し て いく 。 


スキ ャ ナ で 水槽 の 拡大 を 解除 | 
スキ ャ ナ で タダ イナ マイ ト 部 分 を 拡大 ] 
ピン セッ ト で 雷管 を 摘出 | 


2 本 の 雷管 を 摘出 する と 発火 装置 が 作動 する 。 この 発 
火 装置 は 、 回 で 処理 を する 制御 機構 と 連動 し て お り 、 
チッ プ を 破壊 する まで メー ター は 徐々 に 上 昇 し て いく 。 
メー ター が マッ クス まで 上 が る と 爆発 し て し まう の で 、 
発火 装置 を ヒー ル ゼ リー で 冷却 する こと が 必要 だ 。 
また 、 こ こ で は 真っ すぐ 雷管 を 抜け ず MISS と で て も 
爆弾 は 爆発 し な い 。 


回 スキ ャ ナ で ダイ ナマ イト 部 分 の 
拡大 を 解除 
スキ ャ ナ て 制御 機構 部 分 を 拡大 


回 レー ザー で チッ プ を 破壊 ] 


制御 機構 部 分 に ある チッ プ を レー ザー で 破壊 する の 
だ が 、 関係 な い チ ッ プ を 破壊 する と 爆弾 は 爆発 し て 
し まう 。 破壊 する チッ プ は 、 上 段 は 4 個 あ る チッ プ の 
うち 、 右側 の 2 個 。 下段 は 5 個 あ る うち の いち ば ん 左 
と 真ん中 、 右 か ら 2 番 目 の 3 個 を 破壊 すれ ば いい 。 











全 問 

吸い 上 げた 水 を 戻す に は 、 一 度 水 

> | 槽 を タッ チ し て ドレ ー ン を 添え 、 
ー」 上 か ら 下 へ スラ イド させ る 。 





TA | 
2 
2 本 に に と 3F マ コウ) Eyet:1Dke コ 1 り ) 

い 。 た だ し 、 摘ん だ ビン を 途中 で 

EE ルコ | に に 】 ほ だ を パク kc: お 








上 5 19 
影 ]] ダイ ナマ イト の 隣 に ある の が 発火 

|| 装置 。 メー ター が 上 昇 し た ら ヒ ー 
ル ゼ リー で 冷却 する こと 
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焼却 の 途中 で レー ザー が 切れ る 

| と 、 最初 か ら 焼き 直し に な っ て し 
まう 。 残 量 を 確認 し 焼 電 を し よう 。 





























スキ ャ ナ で 制御 機構 部 分 の 
SA 生 302EK35 
メス で 赤い コー ド を 切断 TU と 
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人 S 三 
制限 時 間 10 秒 詳 の あい だ に 処理 を する こと に な る 。 |R 三 HE 大 ーー ドー を 1 
タイ マー の 周囲 に ある 赤 と 白 の コー ド の うち 、 赤 い コ | THTTTTTTT 凍る の だ が 、 コ ー ド の 
ー ド だ け を 切断 し て いく 。 白い コー ド を 切断 する と 爆 = に | 配置 毎回 変更 され る 。 


に EC と 1Prd の ヤセ 記 


に に ) 
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スキ ャ ナ で 胸水 の 影 を 発見 する  ] 





胸水 は 移動 し て いる 。 機体 が 大 揺れ する た びに 胸水 
が た まっ て いる 場所 は 移動 する た め 、 一 度 影 を 見 つけ 
た か ら と いっ て 、 つぎ も その 場所 に ある と は 限ら な い 。 
大 揺れ 時 に スキ ャ ナ に 持ち 替え 、 揺れ が 小さ く な っ た 
ら す ぐに 影 を 探し 切開 し よう 。 な お 、 すべ て の 処置 に 
お いて 、 大 揺れ 時 に 行 お うと する と 患者 に 傷 が つい て 
し まう 。 傷 の 縫合 と いう 処置 が 増え て し まう の で 、 大 挿 
れ 中 は 手 を 止め 、 つ ぎの 処置 の 準備 を し て お こう 。 


メス で 影 を 切開 | 





還 
大 揺れ が くる まえ に 影 を 見 つけ た 








紳 | と し て も 、 揺 れ が 収まっ た ころ に は 
] 影 の 場所 は 移動 し て いる 。 





影 切開 後 か ら 回 の 処置 を 終了 させ る まえ 、 胸水 が で た 








状態 の まま 大 揺れ に 入っ て し まう と 、 災 症 が 発生 する 
炎症 が で き て し まっ た ら 注射 器 を 取り 、 青い 消炎 剤 を 
炎症 部 分 に 投与 する こと 。 















ドレ ー ン で 溢れ で た 胸水 を 吸引 、] 





陀 有 2 上 1 











影 が 消え た あと で も 、 大 揺れ に 入 
る まえ で あれ ば 影 の あっ た 場所 を 


ヒー ル ゼ リー で 切開 口 を 治療 | 














回 一 四 まで の 処置 を 緑 り 返し 、 胸 水 を 8 個 吸引 し て HK 


いく 。 た だ し 、 ヒー ル ゼ リー で 切開 口 を 治療 し て いな い 
状態 だ と 、 つ ぎの 胸水 を 探 そう と 頭 の スキ ャ ナ を 使用 
し て も 影 を 見 つけ る こと は で き な い 。 











水 を だ し た 状態 で 大 揺れ に 入る と 
災 症 が で き て し まう 。 揺れ が 収 ま 
つた ら 消炎 剤 を 災 症 部 分 に 投与 。 


アプ アン ン アン アン ノン ノン ン ン ノン ノン ジン プン アア アン ン ン ン ン アンアン グン アン アン ン ン ン ン ン ン 6 
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ピン セッ ト で 要 を 摘出 


この 手術 の 場合 、 膜 が 初期 状態 か ら 左側 へ は 増え て 
いか な い の で 、 右 下 か ら 左 上 に 向かっ て 摘出 を 進め 
て いこ う 。 醒 は 摘出 し て ある 程度 の 時 間 が 経過 する と 、 
摘出 し た 場所 に 再び 発生 し て し まう が 、 再発 生 中 は 膜 
が 増殖 し な いた め 、 回 復 剤 を 投与 する 時 間 が 取れ る 
と いう メリ ッ ト が ある 。 


メス で 膜 を 切開 | 
ピン セッ ト で 膜 を 剥離 し 
トレ イ に 移す 








を 1 枚 ず つ ビ ピンセット で 選 離 し て いこ う 。 剥離 し た 膜 を 


問 史 は た 下す ご : コ 史 中 も を: イコ の ご 1 
癒着 し 、 膜 が 増殖 し て し まう の で 、 確 実に トレ イ に 入 


れる こと 。 な お 、 和 看護 師 か ら 青 く 光る 膜 が バイ タル を 
著しく 低下 させ る の で 、 優先 的 に 剥離 し た ほう が いい 
と 指示 が 入る が 、 この 手術 で は あま り 気 に し な く て 
いい 。 青く 光る 膜 が 左上 に ある か ら と その 部 分 の 処置 
を する の で は な く 、 あく まで 右 下 か ら 左上 に 進め て い 
く 途中 に 青く 光る 膜 が あれ ば 優先 的 に 剥離 し て いく 
程度 で 十分 だ 。 青く 光る 膜 の 処置 に 追わ れ 、 新た な 
膜 を 増殖 させ て いて は 本 末 転 倒 だ ぞ 。 


気体 が 発生 し た ら ド レー ン で 吸引 


この 気体 は 発生 し な いこ と も ある 。 






切開 し た 膜 は 最小 単位 の 三角 形 の 状態 に を な る 。 これ 












2): は ウ に に 4 れ 【 き kao の と) 
白い 模 を 摘出 する と 、 膜 を 切開 で 
きる 状態 に な る 。 


切開 マー カー に 沿っ て 丁寧 に 切っ 
て いる 余裕 は な い 。 黄色 い 点 を 塗 
りつ ぶす よう に メス を 入れ よう 。 


最 優先 で 剥離 すべ き は 、 青く 光る 
膜 で は な く 、 三 角形 の 面 が ら 面 以 
当 上 フリ ー に な っ て いる 膜 だ 。 


フリ ー の 面 が 多い と 増殖 する 瞬 が 
いた ずら に 増え る だ け 。 三角 形 を 
1 枚 残 す な ど は 言語 道断 。 


白い 気体 が 膜 の な い 上 腹膜 に 付着 す 
る と 、 新 た な 腹 が 発生 し て し まう 。 
ドレ ー ン で 吸引 じ よ う 。 
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トリ ー テ ィ 幼 体 に 汎用 血清 を 投与 ] 


トリ ー テ ィ 幼 体 は 紫 、 緑 、 黄 色 の 3 色 が お り 、 この 色 と 型 
の 組み 合わ せ は DS の 電源 を 入れ る た びに 変更 され る 。 
た だ し 、 動 き は 色 ご と に 固定 。 紫 が いち ば ん 動き が 遅く 、 
緑 、 黄 色 の 順に だ ん だ ん と 動き が 速く な っ て いく 。 


スキ ャ ナ で トリ ー テ ィ 幼 体 の 
影 を 探す 


汎用 血清 を 投与 する と ギル ス は 皮下 へ と 潜伏 し て し ま 
う 。 幼体 は 毒素 を 吐き 出し な が ら 移動 する の で 、 毒素 
の 跡 付 近 を 調べ て 影 を 見 つけ よう 。 9 


と ミリ 5 
トリ ー テ ィ 幼 体 を 露出 


ヒー ル ゼリー で 切開 口 を 治療 


トリ ー テ ィ 幼 体 は 露出 し た 直後 は 赤く 点 減 し て お り 、 
この 状態 の と き に 汎用 血清 を 打っ て も ミス と な っ て し 
まう 。 ヒー ル ゼ リー で 切開 口 の 治療 を し て お く と いい 。 


注射 器 で 汎用 血清 を 投与 


露出 させ た トリ ー テ ィ 幼 体 に 汎用 血清 を 打つ と 、 すぐ こ RS 
に 皮下 に 潜伏 し て し まう 。 潜 伏し た ら 影 を 探し て メス 2 蘭 、| 画 
で 切開 し 、 汎用 血清 を 投与 、 と 婁 一 回 の 処置 を 4 回 0 | トド メ の ヒー ル ゼ リー は 直 に 幼体 








トリ ー テ ィ 幼 体 に は 色 が つい て い 
な い 。 吐き 出す 毒素 の 色 で 何 色 か 
を 判断 する こと に な る 。 











露出 直後 に 血清 を 打っ て も MISS 
| と な っ て し まう 。 点滅 が 消え る ま 
で に 切開 口 の 処置 を し よう 。 














幼体 ] 体 に つき 4 回 汎用 血清 を 投 
与 で きれ ば 、DEFEAT と 表示 され 、 
ご | 駆逐 自体 は 終了 だ 。 





繰り 返す 。 た だ し 、 最後 の 1 種 を 採取 する 際 は 、 ト ド メ Ro | に 塗る だ け で な く 、 幼体 の 進路 上 
を 汎用 血清 で は な く ヒ ー ル ゼリー を 塗っ て 行なう こと - に 葵 る こと で も 効果 が ある 。 
に な る 。 
ビ ピンセット で トリ ー テ ィ 幼 体 を 
トレ イ に 移す 








駆逐 終了 後 は 、 ピ ビン セッ ト で 幼体 
を トレ イ に 移し 、 メス で 切開 。 体 
絆 液 を 取れ る 状態 に し よう 。 


メス で トリ ー テ ィ 幼 体 を 切開 


ドレ ー ン で トリ ー テ ィ 幼 体 か ら 
体液 を 採取 


一 回 の 処置 を し て よう や く 1 体 分 の 抗原 サン プル の 
採取 が 完了 と な る 。 トリ ー テ ィ 幼 体 保有 者 は 5 人 いる K 
た め 、 残 り の 2 種 分 も 同様 の 手順 で 採取 し て いく 。 運 が 回 

よけれ ば 3 回 の 手術 で 済む が 、 運 が 悪けれ ば 5 人 全員 細 導き むだ 分 体 に に レン の 愉 


SN 口 を 当て 、 血 だ まり を 吸引 する の 
の 手術 を 行なう こと に な る 。 と 同様 に 体液 を 吸引 し よう 。 
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憩 室 の 色 に 対応 し た 血清 を 投与 


メス で 悪 室 を 切開 


切開 マー カー が 消え て し まっ た ら 、 再 度 対応 し た 血清 
を 投与 する こと 。 


ピン セッ ト で 各 室 を 除去 


ピン セッ ト で 人 工 膜 を 
切除 痕 に 移植 
区 室 を 岳 出し た あと は 人 口 股 を 切 


5 ーー テリー 回 Me 0 除 痕 の 上 に の せ 、 ヒ ー ル ゼリー を 
還 5 2 の BS aa 塗っ て お こう 。 定着 は 後回し 。 

画 一 団 ま で が この 手術 の 第 一 段階 。 この あと トリ ー 3 
ティ が 3 体 出 現す る の で 、 バイ タル を 75 ま で 上 げ て か ら 
最後 の 人 工 膜 の 定着 を 行なう こと 。 


トリ ー テ ィ の 固体 色 と 同 じ 色 の 





憩 室 の 場所 は 固定 。 色 が つき は じ 
列 め る まえ に 左下 に は 紫 、 右 下 に 緑 、 
上 に 黄色 の 血清 を 投与 し よう 。 

























人 工 膜 を ひと つ だ け 残 す の が ポイ 
ント 。 バイ タル を 上 げ 、 つぎ へ の 
準備 が 整っ た ら 定 着 さ せよ う 。 








血清 を 打つ 


紫 、 緑 、 黄色 の 3 体 が 一 度 に 出現 。 固体 色 が わか る 
状態 で 出現 する が 、 色 の つい た 状態 の と き に 血清 を 
打つ と ミス と な っ て し まう 。 どの トリ ー テ ィ が 何 色 だ っ 
た か を 覚え て お き 、 3 体 が 同色 に な っ た あと に 、 固 体 
色 と 同 色 の 血清 を 打っ て いこ う 。 ここ で 固体 色 と 違う 
色 の 血清 を 打つ と 、 新 た な 矯 室 を 生成 し て し まう 。 
天 室 の 放置 や 破裂 は バイ タル の 急 低下 を 招く の で 、 
トリ ー テ ィ 駆 逐 よ り も 優先 し て 明 室 の 摘出 を 行なう こ 
と 。 各 個体 に 4 回 ずつ 血清 を 打 て ば 還 は 終了 と な る 。 
な お 、 この 手順 で 重要 な の は 、 確 実に 色 を 覚え て い 
な い 場 合 は トリ ー テ ィ へ の 対処 を 行なわ な いこ と 。 
色 を 覚え られ な か っ た と き は 、 バイ タル 回 復 を 行ない 
トリ ー テ ィ へ の 対処 は つぎ に 回 すこ と 。 


トリ ー テ ィ は 、 写真 の よう に 色 が 
つい た 状態 の と き に 血清 を 打っ て 
も 、 MISS に な っ て し まう 。 


居 3 体 の 色 が 同色 に な っ て か ら も と の 
色 と 同 色 の 血清 を 打ち 、 ト リー ティ 
を 弱体 化 さ せよ う 。 


も と の 色 と 違う 色 の 血清 を 打つ と 
懇 室 が 発生 。 記憶 が 危う いと き は 
16 門 " を || 手 を だ さす 、 回 復 を 行なう こと 。 
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1 マン ペン 
史 ここ て で べべ べべ で で で で べべ で くべ べべ で べべ べべ の こ 
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| 題 メス を ペー スト に 当て 続け る 。 ] | 
| 玉 レー ザー を ペー スト に 当て 続け る 


ヒー ル ゼ リー を ペー スト に 
7 っ) 


回 注射 器 で モヤ に 桃色 の 薬 を 投与 S L 
回 注射 器 で モヤ に 黄色 の 薬 を 投与 ] |2 

[ 右 注 射 器 で モヤ に 白色 の 篤 を 投与 
注射 器 で 回 復 剤 を 投与 


回 復 剤 は ペー スト の か か っ て いな い 場 所 に し か 打 上 
な い 。 ペ ー ス ト に 投与 する と ミス に な る 。 N | 回 復 剤 は ペー スト が か か っ て いな 
ー プ 』 s 


注射 器 で 青 、 黄色 の 順に | 射す る と MISS に な っ て し まう 。 
薬 を モヤ に 投与 


注射 器 で 桃 、 白色 の 順に 
薬 を モヤ に 投与 国 
1 RE の きこ が あわ 
メス で 体 組織 を 切開 8 | ぽ 纏 | を 52 の e 慌て す に 。 
ピン セッ ト で 体 組織 を 摘出 ”。 



































ペー スト の 下 に 時 折 ぼ ん や り と 見 
本 | える モヤ に 、 2 
ーー ご | 試薬 の 投与 を し て いく 。 







































2 
- 敵 切開 後 は ビン セッ ト で 体 組織 を 摘 
出し トレ イ に 移す 。 人 体 で は な い 
の で 術 後 の 処 置 は し な く て いい 。 
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3 2 DOS [| 
SS シン に あき 
ES2K 2 KK No 
NN へ ささや ささ べ へ へ へ べべ や べべ ささ べべ べべ べべ べべ べべ べべ べべ べ ーー Ne は 
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ピン セッ ト で ピー ス を 摘み 、 
に だ: 委 













1 

旧記 HIEiIE- ち さっ を 09/ コ ニレ マコ ロ 1577 
| に な る よう に 、 ピ ー ス を 台座 に は め 
込ん で いく の が 今回 の 手術 。 





真 の よう に ピー ス を 配置 すれ ば 
リア ! これ で 対 ペ ンプ ティ ナノ 
シン の 開発 は 終了 と な る 。 








バズ ル を 完成 させ る まで に 時 間 が 
か か る と 、 上 画面 に だ て くる メッ セ 
ー ジ が 変わ る ぞ 。 








ビビ ロ LUMN 


縫合 は と こま で 縫合 と 認め られ る の か が !? 


つい 上 古 村 百 恵 看護 師 に レク チャ ー を 受け た と お 
り 、 常識 的 に ジグ ザ グ に 傷口 を 縫っ て は いな い 
だ ろう か ? じつは 、 こ の ジグ ザ グ 縫 い に こ だ わ 
ら な く と も 、 縫合 し た と 認め られ る の だ 。 た と 
えば 、 右 で 紹介 し て いる スパ イラ ル 縫 い は 、 な ん 
と な く 常 識 の 範 暗 と も いえ そう だ が 、 自分 が 患 
KK>P/ コ っ 】: リ EHPXGES の の: さす (1 の bo 
傷口 が 穴 が っ て いる と は 到底 思え な い 1 本 縫い 
KGk っ RC に 9 る 比 > ネ コン と 但 5 た ゴン 7/F っ と っ 
ら 傷口 の 中 心 線 か ら の 左右 の 距離 と 使用 し た 糸 
の 長 さ が 、 傷口 ご と に 設定 され た 規定 範囲 内 で 
あり 、 か つ 一 筆 書 き で あれ ば 縫合 成功 と 認め て 
に Co だ た さ 7/= お 

ーー 


スパ バイラル 縫い 














の の アア アア アン の ン アア アンアン アン アン の グン ン ン アン アン アン アン アン アン アン グン グン ニン アン グン アン ン ン グン アア ン ン アア ング アッ 
8 SN いい いい て へ てく 






















| 画 注射器 で ナノ マシ ン を モヤ に 投与 ] 


だ と 4 さ の 月 交 づ 上 】 に に た =ad セ レア に ンス スル ) 
と 、 ペー スト が 1 段階 縮小 され る の で 、 これ を 3 回 繰り 
返し 、 ペース ト を 最小 限 に まで 縮小 させ る 。 


| 玉 レー ザー で デキ モノ を 焼却 | 


デキ モノ は 焼却 し な く て も クリ ア は で きる 。 た だ し 、 デ 
キモ ノ の 数 が 増え れ ば その 分 バイ タル の 低下 が 激 し 














行なう こと で 時 間 短縮 が で きる 。 ドッ 
ヒー ル ゼ リー で レー ザー 痕 を 治療 
還 の 処置 の 合間 に 、、 回 を 行なっ て も いい 。 な 


だ が 、 ペー スト に 回 復 剤 を 打つ と ミス に な っ て し まう 。 
回 復 剤 は 、 吊 者 の 外皮 や 肺 に 打つ こと 。 


核 の 焼却 が 完了 する と 、 再び 本 の 状態 まで 戻っ て し 
まう 。 再度 頭 一 還 の 処置 を 繰り 返 そう 。 


回 メス で 核 を 切除 | 
ピン セッ ト で 核 を 摘出 装 

















グン アノ ノン ノノ ンプ ノノ ノン ノノ ノノ ノン ノノ ノン アン ノンノ ノン ノン プン ン ン ン ン ン ン アン プン グン ン ン ン アン ン ン グン アン ン ン ン ン ノン ィ る 
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く な る 。 速やか に 処置 を 行なえ る よう に な っ て きた ら 、 
12 回 3 (EE まだ 草 | 同国 国 / 還 5( の US に 生 


亜 の 処置 に 入る まえ に ここ で バイ タル を 上 げ て お く の 


レー ザー で 核 を 焼却 
























は ただ 1 の 29P ル MIE に コソ ルリ ピコ 
| が 発揮 され な い 。 


。 | ピンク の 小さ な デキ モノ を レー ザ 
で 焼却 する と レー ザー 痕 が で き 





デキ モノ を 焼却 し て いれ ば バイ タ 
ル は 下がら な い 。 この スキ に 下 が 
つた バイ タル を 上 げ て お こう 。 





ドニ トー 
| 切 韻 マ ー カ ー が で た ら す ぐに 切開 

する こと 。 時 間 が た つと ペー スト 
が 復活 し 、 古 か ら や り 直す こと に 。 


2| 


蓄 (| 


| 徹 を 岳 出す る と 再び ペー スト が 復 


活 し て し まう が 、 この 手術 は これ 
に て 終了 。 閉 創 に 入る 。 





レプ フン ンプ ンク クノ ノ ンプ ン ン ン ン ノン プン ノン グン アン ン ン ン ン ン ン ンジ ン ン ンプ ング ン ン アン ン ン 
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計 和 8 は DOJOUS 
伯 [ は ii ら 
2 還 ここ ここ こい ここ こい こい いい いこ で で てい ここ ここ いで ここ ここ coooGR 示 9 











ぐ Zn アク プア アン アンアン アア アン アン ング ン ン ン ン グン ン ン ン ン ン ン ン アン アン アン アン ン ン アン の ン ン アン アン グン アン アン アン アン ン ン ン ン と ン デン と と と ン アン 6 


科 和 


ss へ へ へ へ ささ へ へ へ へ へ べべ べべ べべ べべ へ へ へ へ べべ べべ へ へ へ へ へ へ へい こい ここ ここ いこ ここ 


還 ピン セッ ト で ピー ス を 摘み 、 . 
台座 に 移す 


今回 の 新型 レー ザー 開発 で は 、 2 問 の パズル を 完成 
させ な く て は な ら な い 。 





1 

上 の 写真 が 1 問 目 の 見 本 。6 個 の 

| ビー ス を 台 計 に は め 込み 、 下 の 写 
] 真 の よう に 配置 し よう 。 






2 | 馴 b 

2 に 】EY っ | ミウ た と マニー ゴク ) ロ に 
こち ら も 6 個 の ピー ス を 下 の 写 真 
の よう に 台座 に は め 込 も う 。 


1 問 

] 時 間 が か か る と 手術 No ] と 同様 
ES Pe に 上 画面 の メッ セー ジ が 変わ る が 、 

ーー と レ だ だ 301 の AT スコ Ayu 
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アク プク プク ググ ググ ググ ング ググ グン ブン グン グン プン ン ン ング フン アン > 








注射 器 で ナノ マシ ン を モヤ に 投与 ] 


レー ザー で 核 を 焼却 
一 時 的 に 核 は 消滅 する が 、 その 後 すぐ に 新た な 核 が 
発生 する の で 、 レー ザー で 照射 を 続け よう 。 


回 レー ザー で 核 を 照射 し な が ら 、 
小 核 焼却 の 準備 
罰 で 新た に 出現 し た 核 に 央 射 を 続け て いく と 、 核 か ら 
小 核 が 排出 され る 。 この 小 核 を 放 く 3 
つけ は じ め て し まう 。 小 核 が 排 田 さ : "駅 いち ば ん 厄介 な タイ プ 1。 発生 後 
を 中 断 し 、 小 核 の 焼却 を 優先 | て 負 層 を 進め て い < 騰 | 3 航 いと 2 で ツ を 















2 | この 手術 で は 核 が 攻撃 を し て くる 
| た め 、 レ ー ザ 照射 を 続け な が ら 、 
四 、 回 、 回 の 刀 置 を し て いく 。 











ミ 


こと に な る 。 回 一 回 まで は 小 核 の 発生 順 が 

それ 以降 は どの タイ プ の 小 核 が 発生 する か は わか ら , 

い 。 た だ し 、 電源 を 入れ た 時 点 で 発生 パタ ー ン が 決 

され る た め 、 電源 を 切ら ず に 何 度 か プレ イ し て いけ ば : 
小 核 発生 パタ ー ン を 覚え な が ら 手術 を し て いけ る 。 
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Z | 発生 後 す ぐに 焼却 し な いと 肺 に 裂 
| 傷 を 作ら れ て し まう が 、 縫合 で は 
当 な く 小 核 の 焼却 を 優先 し よう 。 


核 か ら 5 個 の 小 核 が ひと つ ず つ 排 出さ れる の で 、 これ を 
焼却 する 。 排出 され る 場所 は 、 タイ プ 2 の 並び の い ず 
れ か に ラン ダム で 決定 され る 。 な お 、 小 核 を 放置 する 
と 肺 の 表皮 に 裂傷 が 発生 する が 、 裂傷 は ひと まず ムシ 
し て 小 核 の 焼却 を 優先 する こと 。 


小 核 タ イプ 2 を 焼却 | 


核 か ら 5 個 の 小 核 が 一 度 に 排出 され る 。 この タイ プ 2 
は 、 排出 後 2 個 か 3 個 の 小 核 を 焼却 で きる 程度 の 時 間 
が た つと ペー スト が 拡大 し 、 デ キモ ノ を 肺 の 表皮 に 発生 
させ な が ら 縮 小 する 。 拡大 、 縮小 中 は 小 核 を 焼却 する 
こと が で き な い の で 、 バイ タル を 回 復 させ る か 、 デキ 
モノ の 焼却 、 レ ー ザ ー 痕 の 治療 を し 、 完全 に 縮小 し た 
と ころ で 小 核 の 焼却 を し よう 。 


小 核 タ イプ 3 を 焼却 ] 


小 核 が 核 を 中 心 と し て 円 を 描く よう に 動く タイ プ 3。 0 
小 核 排出 時 に レー ザー を 核 に 当て た まま で 焼却 で きる 。 | 回 
が 、 逃し て し まっ た 場合 は 小 核 が 回 る 軌道 上 に レー ザー N / | 小 核 の 排出 時 を 逃し た 場合 は 、 写 
を 当て 続け る こと で ラク に 焼却 で きる 。 5 個 焼却 する と 、 | 真 の よう に 小 核 の 軌道 上 に タッ チ 
画 、 団 、 回 の いずれ か の 小 核 が 新た に 発生 。 これ を し て お く と カン タン に 焼却 で きる 。 
核 が 完全 消 減 す る まで 続け て いこ う 。 








タイ プ 2 発 生 直後 の 写真 。 ペー ス 
ト が この 状態 に ちあ る と き で な けれ 
ば 、 小 核 の 焼却 は で き な い 。 





5 回 

(| 肺 の 腹膜 に で きた ビン ク の デキ モ 

マ 肖 齋 4ESSK4[ 北 づ / コ cc さり りさ ニシ 4 
中 | ト の 縮小 中 に 焼却 し て いこ う 。 
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ピン セッ ト で 醒 を 摘出 | 
びと り 目 の 感染 者 も ふた り 目 の 感染 者 も 、 光る 膜 を さ 
き に 到 離 で きる 島 か ら 膜 の 摘出 を は じ め よ う 。 醒 発 生 
中 に 膜 は 増殖 し な いこ と か ら 、 回 復 剤 の 投与 は 醒 を 
抜く だ け 抜 き 模 発 生 の 合間 に 投与 し て いく と いい 。 
余裕 が あれ ば 、 光 る 膜 を 剥離 し て か ら 回 復 剤 を 打 と う 。 


醒 が 気体 化し た ら ドレ ー ン で 吸引 ] 


手術 No17 時 (一 P37) と 違い 、 気体 の 発生 頻度 が か 
な り 高く な っ て いる 。 



















ピン セッ ト で 膜 を 剥離 し 
トレ イ に 移す 
切開 し 、 剥 離 可 能 な 三角 形 の 状態 まで 持ち 込ん だ あと 
は 、1 枚 ずつ ピン セッ ト で 剥離 。 剥離 可能 な 三角 形 群 
の な か に 光る 膜 が あれ ば 、 優先 し て 剥離 し て お く と いい 。 






AD 品詞 ロ FFiCIAL ロロ モロ ロ に K 


ァ アノン ノン ノン ノノ ノン ン ノン ン ン ノンノ プン アン アン ン ン ノン ノン アン ン ン ン ン ジン ン ン ン ン 4 


13 衣 多 鐘 d まる ] 
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| ひとり 目 の テ タ ル テ ィ 初 期 配置 写 
真 。 右 の 島 に 光る 膜 が あれ ば 右 下 
か ら 左 上 へ と 処置 を 進め よう 。 


ふた り 目 の 初期 配置 。 個人 差 が あ 
旨 | る の だ ろう が 、 ふた り 目 ほう が 処置 
語 | を 進め や すく 感じ られ る 。 


Ll で きる だ け 模 を 岳 出し 、 回 復 剤 を 
| 投与 。 光る 膜 を さき に 剥 座 で きれ 
ば バイ タル 面 が ラク に な る 。 


ふた り 目 の 感染 者 で 手術 を 進め た 
1 に ak ツリ と : た コワ 7/ コ ー】 い に ルコ 
せ ず 体外 に 流出 させ よう 。 


.Z| る 膜 の 剥離 も 重要 だ が 、 ム 面 以 
上 フリ ー に な っ て いる 膜 の 放置 は 
膜 の 大 量 発生 を 招く の で 注意 。 





。/| | 剥 上 し た 膜 を 膜 の な い 場 所 に 落と 
Z す と 、 落と し た 場所 に 癒着 。 トレ イ 
語 AME IS 


PMS へ へ べべ べべ へ べべ べべ べべ べべ べべ べべ へ べべ べべ べべ べべ べべ べべ べべ へ へ ぷぷ へ や SSSSSNSOSNSSSTS ぴ SS 
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ON いこ ここ ここ ここ へ OS 


事 室 の 色 に 対応 し た 血清 を 投与 ] 


メス で 和 悪 室 を 切開 | 
切開 マー カー が 消え た ら 、 再度 対応 し た 血清 を 投与 
する こと 。 


ピン セッ ト で 琴 室 を 除去 | 


ピン セッ ト で 人 工 膜 を 
切除 痕 に 移植 


1 リピ ビ イ < 
人 工 膜 を 定着 させ る 


この あと トリ ー テ ィ が 83 体 出現 する の で 、 バイ タル を 99 
まで 上 げ て か ら 最 後 の 人 工 膜 の 定着 を 行なう こと 。 


トリ ー テ ィ の 固体 色 と 












回 

| 手術 開始 時 に で て くる 超 室 は 、 写 
真 の よう に 固定 。 下 に 黄色 、 左上 
に 緑 、 右上 に 紫 の 血清 を 打 と う 。 








5] 

| 最後 の 人 工 膜 を 定着 させ る まで ト 

電 || リー ティ は 出現 し な い 。 回復 剤 を 
投与 し 、 バ イタ ル を 上 げ て お こう 。 








同じ 色 の 血清 を 打つ 


紫 、 緑 、 黄色 の 3 体 が 一 度 に 出現 。 各 個体 に 5 回 ずつ 
同色 の 血清 を 打 て ば 駆逐 完了 と な る が 、 ト リー ティ の 
スピ ー ド が 徐々 に 上 が っ て いく の が 前 回 の 手術 と は 
違う と ころ 。 固体 色 が つい て いる 状態 の と き に 血清 
を 打つ と ミス と な り 、 また 、 固 体 色 と 違う 色 の 血清 を 
打つ と 新た な 憩 室 を 生成 させ て し まう 。 照 室 の 破裂 
は も と より 、 摘出 し た 状態 の まま に し て お いて も バイ 
タル は 激減 し て し まう 。 天 室 が で き て し まっ た ら 優先 的 
に 切除 、 摘出 を 行ない 、 人 工 膜 の 定着 まで の 処置 を 
行なう こと 。 


16 鐘 

トリ ー テ ィ 出 現時 の 色 を 覚え て お 

呈 | き 、3 体 が 同色 に な っ て か ら 固体 
色 と 同色 の 血清 を 打つ こと 。 















16 回 
間違え た 血清 を 投与 する と 憩 室 が 
ヒヨリ 2 っ を AI た さっ た の の Y コ に ョ 3 
回 復 剤 の 投与 を し て お こう 。 


16 回 
矯 室 が で き て し まっ た ら 動 き 回 る 
トリ ー テ ィ は ムシ し て 、 憩 室 の 処理 
を 優先 する こと 。 
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3 つの 裂傷 を 縫合 し 終え る と 、 パ ラス ケ ヴ ィ が 出現 する 。 











間 半 02HDS1OOY 

レー ザー で 尻尾 を 照射 し 0 ラス ケ ヴ ィ の 所 還 に レニ ザー 宮 
マ て る こと で 、 短 時 間 で は ある 
動き を 止め る ] 了 | 大 き を 停止 させ る こと が で きる 。 














パラ スケ ヴィ は 小腸 か ら 移動 を 開始 し 、 胃 、 肝 臓 と 
体内 を 上 り 、 心臓 まで 移動 する 。 心臓 に 達し て し まう と 
処置 を 行なう 時 間 は ほぼ 皆無 。 肝臓 で の 処置 が 最後 
と 考え 手術 を 進め て いこ う 。 

ー に 8 ラス ケ ヴ ィ は 動き だ す と 体 色 が 
メス で パラ スケ ヴィ を 切断 。 ] 隊 Ski 
パラ スケ ヴィ の 動き を レー ザー で 止め る と 、 切 断 可能 
な 状態 に な る 。 下 図 の よう に 切断 を 繰り 返し 、 摘 出 
で きる 最小 単位 、16 分 の 1 の 状態 まで 切断 し て い 
こと に な る 。 






















ム セ ル 4 切断 図 間 間 SS 
7 0 打 還 最初 に 切断 し た バラ スケ ヴィ の 残 
SISSS5SESSSSIGBISI = = | り 2 分 の 1 は 胃 へ 称し て お く 。 時 
SUR 還 還 還 還 SS ( 生 周 る 欄 人 を み G じ よう * 





処置 の 手順 と し て は 、 むやみ に 切断 し て 動き 回 る パラ ス 
ケ ヴ ィ の 数 を 増やす の で は な く 、 置 の 部 分 を 切断 し 摘出 
まで 持ち 込ん だ ら 還 を 、 較 を 摘出 し た ら 証 、 所 、 国 、 、 
大 、 較 の 順 で 切断 、 摘出 を 行なっ て いこ う 。 


し 入信 な と ル ン ルル た. 


パラ スケ ヴィ を 摘出 する 際 も 、 レー ザー で 動き を 止 
し k 和 42 シル 









切断 する と 裂傷 が 発生 する が 、 縫 
記 | 合 より も 小腸 に 残し た ら 分 の 1 を 
逃さ な いこ と を 優先 し よう 。 















語 | 回 c 

誕 池 さ ぐす 、 と は いえ バイ タル の 回 復 
を し な いわ け に は いか な い 、。 回 復 

剤 は 動き を 止め て か ら 打つ こと 。 


















16 分 の 1 の 状態 まで 持ち 込ん だ 
ら 、 レ ー ザ ー で 完全 に 動き を 停止 
させ た 状態 に し ビン セッ ト で 摘出 。 


ここ や NN へ へ へ へ へ へ へ へ へ へ べべ へ へ べべ へ べ べべ へ へ へ へ ここ へ ここ ここ ここ ここ ここ こい ここ ここ ここ こい ここ ここ ここ ここ ここ こい ここ 
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ジ プ 38 ペン タン や eid 3 
ささ いい いい いい いい こい いい ここ ここ ここ こい いこ ここ ここ いこい いぶ ym 人 









裂傷 の 縫合 [ 


裂傷 を 2 本 残し た 状態 で 、 パ イタ ル を 99 ま で 回 復 。 裂傷 
の 残り が 1 本 に な る と 、 その 傷口 か ら 虫 の よう な ギル ス 


が 出現 する 。 。 レ | 最後 の 1 本 か ら 出現 する ギル ス は 
5 体 。 獲 台 後 、 傷口 付近 に レー ザ 


レー ザー で 青い ギル ス を 焼却 し 、 コ 記 ]| 一 昭 射 の 準備 を し て 出現 を 待 と う 。 | 
し Fn | 


最初 の 1 本 か ら 出 現し た ギル ス を 焼却 し 、 裂傷 の 締 合 
や レー ザー 痕 の 治療 が 終わ る と 、 新た な 裂傷 発生 と 
同時 に 傷口 か の ら ギ ルス が 多数 出現 する 。 この ギル ス : 
を レー ザー で すべ て 焼却 し て いく の だ が 、 裂傷 は つぎ | 

つぎ と 6 本 発生 する 。 6 本 発生 すれ ば それ 以上 ギル ス 
が 増え る こと は な い の で 、 レーザ ー が 切れ る まで 焼 
ルオ 7 た 才 ソチ AI(9A も と 2 月 ロレ ルネ ャ みそ っ 月 
た だ し 、5 体 以上 の ギル ス が いる 状態 だ と 、 ギ ルス は 
合体 を は じ め 青 い ギ ルス を 発生 させ る 。 青い ギル ス 
は バイ タル 低下 の 大 き な 要 因 と な る が 、 発 生 し て も 虫 の | 1 9 1 1 
よう な ギル ス を 優先 し て 駆逐 する こと 。 な お 、 合体 中 の おき 刺 の ら の 


we 発生 の 順番 は 固定 で は な い が 、 ア 
ギル ス は 焼却 する こと が で き な い 。 7) ココ の る : 光 な バ マ コロ 






















| 冶 が 終 わる と 、 ギル ス と の 5 連 
戦 が は じ ま る 。 篤 合 まえ に 回 復 を 。 


SN こ いい いい いい ババ で で いき 






2 
ギル ス が 合体 し た 状態 に な る と 、 
レー ザー は 効か な く な る 。 散開 を 
待ち な が ら 、 回 復 を 行 な お う 。 





12 

合体 後に 発生 する 青い ギル ス 。 ギ 
| ルス 焼却 時 に 比べ 、 照射 し な けれ 
肖 目 EY24272001 ア ya リ と うり 有 



















ss いい いい いこ 人 人 
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| メス で 泉 を 切断 | 


糸 1 本 の 切断 に メス 1 本 を 消費 する 。 補充 まで 時 間 が 
か か る の で 、 レーザー を 持ち 、 環 の 小 サ ヴァ ト 焼 却 の 
準備 を し て 補充 を 待 と う 。 補 充 後 は すぐ に 系 を 切断 。 





| 回 レー ザー で 小 サ ヴァ ト を 焼却 ] 


レー ザー で サヴァ ト を 上 身 2 





王 を 行ない な が ら 、 こ の 処置 を し て いく 。 サヴァ ト は 
糸 を 生成 する 際 に 、 手術 No29 (一 P49) で 駆 須 し た 
虫 の よう な ギル ス 、 小 サヴァ ト を 生む 。 小 サ ヴァ ト は 
5 体 以上 いる と 合体 し 、 青い ギル ス 、 中 サヴァ ト を 生ん 
で し まう 。 メス の 補充 が 済む お まで は つね に レー ザー を 
持ち 、 小 ギ ルス が 生ま れ た ら 即 焼却 する こと 。 






巣 が 完全 に 消滅 し た ら 第 二 段 階 の 処置 に 入る 。 サ ヴ 。 
アト に レー ザー を 当て 防護 コー ト の 中 和 を する の だ が 、 
丸々 1 本 分 程度 照射 し を た けれ ば 効果 は 得 ら れ な い 。 
また 、 レ ー ザ ー を 当て る と 1 本 線 か 3 本 線 の 裂傷 を 作り 、 
1 本 線 の 裂傷 か ら は 必ず 小 サ ヴァ ト が 発生 する の で 、 
サヴァ ト へ の 照射 を 中 断 し 、 小 サヴァ ト の 焼却 と 裂傷 の 
結 回 復 剤 の 投与 を 行 な お う 。 な お 、 サヴァ ト 自 体 に 
妥 射 を し な けれ ば 裂傷 の 発生 確率 は 低く な る 。 危な い 
と き は 回 復 に 集中 し よう 。 





メス で サヴァ ト を 刺す 


防護 コー ト を 剥が し て メス で 刺す と 、 再び 防護 コー ト 
を まとう の で 、 再度 還 の 処置 を 行ない メス で 刺す こと 。 
回 、 回 を 2 回 繰り 返す と 新垣 か ら 特効薬 が 届く 。 薬 が 
た YY2】 ) 国 ドコ 7 た 4 の 半 :(/ ル LU めき ン シ 凡 








注射 器 で 特効薬 を 注射 | 





特効薬 を 注射 する と サヴァ ト が 暴走 。 イベ ント で 趣 執 
刀 タ イム に 入る が 、 同時 に バイ タル を 30 以 下 まで 落と 
され て し まう 。 手 が 均 に 変わ る まで サヴァ ト へ の 攻撃 
は で き な い 。 回 復 剤 を 投与 し 続け よう 。 








超 畔 刀 を 発動 させ る | 


広 マ ー ク を 選択 し 、 超 執 刀 を 発動 させ る 。 





| 豆 注射 器 で 特効薬 を 投与 | 


| 







































糸 は 赤く な る こと が ある 。 真っ 赤 
に 和 染まる と バイ タル が 一 気 に 低 下 
する の で 、 その まえ に 切る こと 。 


一 

巣 を 3 回 消滅 さ で せる と 、 4 回 目 に 巣 
の 形 が 写真 の よう に 変化 。 この 巣 
を 消滅 させ る と 第 二 段 階 へ 突入 。 


糸 が 赤く な い 限 り 小 サ ヴァ ト 優 先 


.| で 駆逐 。4 体 以下 まで 駆逐 し た ら 


糸 を 切断 し 、 残り を 焼却 し よう 。 


| レー ザー を 使い きっ た あと に 1 本 


1 の 3 に か よ と: だ コ り RW ジル ラル 4 
合体 を は じ め た ら 、 回 復 と 縫合 を 。 


ちり 


防護 コー ト に 守ら れ た 状態 の サ ヴ 
アト に メス で 攻撃 を する と 、 1 本 線 
の 裂傷 を 作ら れ て し まう 。 


手術 バレ ッ ト に 広 が で た ら 、 超 執 
に: リ (に ac を 守っ 年: リル に ac4/ 
けれ ば 手術 を クリ ア で き な い >。 
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ペン 





裂傷 の 縫合 


ドレ ー ン で 血液 を 吸引 


4 ニレ シル ルルー ルン 
還 クリ ッ ピ ング し た 傷口 を 縫合 ] 


縫合 が 完了 する と 2 体 の キリ アキ が 出現 。 縫合 まえ 
に 必ず バイ タル を 99 ま で 上 げ て お く こ と 。 


スキ ャ ナ で 殖 傷 の 発生 源 を 探す ] 
メス で 影 を 切開 ca 給 


この 手術 で は 最初 に 2 体 の キリ アキ が 出現 し 、 そ の 
うち 1 体 を 駆逐 する と さら に 2 体 の キリ アキ が 出現 。 1 体 
だ け 駆 逐 し て し まう と 、 最大 で 3 体 の キリ アキ を 同時 
に 処置 する こと に な っ て し まう 。 最初 の 段階 で 2 体 を 
同時 に 霞 出さ せ 、 時 間 差 が で な いよ うに 駆逐 し よう 。 
最初 の 段階 で 1 体 し か 駆逐 で き な か っ た 場合 は 、 潜伏 
し て いる 2 体 を 露出 させ 、 3 体 の キリ アキ を ヒー ル ゼ リー 
で 足止め し な が ら 、 回 復 や 縫合 を 行なっ て いこ う 。 な お 、 
三 段 階 目 の マザー と キリ アキ が 同時 に 出現 する 際 に も 
回 の ル た も 3::Px9 ゴ ヨル:- 事 肥 えっ 叶 ルル 
に な る 。 


皮下 か ら 露 出し た 発生 源 に 
レー ザー を 照射 し 根絶 する 


Mk さ ノ ヒコ リル た 北 コ 人 の / キ コト すま は | 1) メン) 
が 、 これ まで の キリ アキ と 同様 、 最後 の 裂傷 の 縫合 が 
完了 する と マザー と キリ アキ 1 体 が 同時 に 出現 する 。 
縫合 まえ に 必ず バイ タル を 上 げ て お く こ と 。 
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すご い 速 さ で で バイ タル が 低下 。 写 
| 真 の 状 態 で バイ タル を 99 に し て か 
ら 、 キリ アキ 戦へ 突入 し よう 。 












キリ アキ 露出 後 、 ヒ ー ル ゼリー を 塗 
別 り 、 動 き を 鈍化 させ て も いい 。 動き 
が 鈍 れ ば 新た な 裂傷 を 減ら せる 。 


| な う 。 パイ タル が 安定 し た ら 、 ら 体 
を ほほ 同時 に 抵 却 する こと 。 


1 5 
4 体 の キリ アキ 駆逐 後 は 傷口 を 1 
串 計 2aPE の / え EKGOAG ビリ ルコ に 』 
まで 上 げ 、 マザー 戦へ 挑 も う 。 


g | 罰 c 

| マザー と キリ アキ の 露出 後 は 、 キ 
別 リア キ を 焼却 。 マ ザー を 足止め し 
記 つつ 縫合 、 回 復 を し 、 照射 し よう 。 





に | 
5 
こさ いい いい いい いい いい ここ ここ いこ ここ こい ぷく てく こ て パ こ ここ ババ こい ババ ここ ババ ここ ここ くう 
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外皮 の 肪 瘍 を レー ザー で 焼却 














胃 部 手術 で は 、 開腹 後 は この 処置 か ら は じ ま る 。 まず 
は 、 白 と 黒 の 腫瘍 を レー ザー で 焼却 し よう 。 また 、 腫 
瘍 は デフ テラ を 駆逐 し 、 腫瘍 を 焼却 し きる まで 増殖 し 
続け る 。 すべ て の 処置 が 終了 する まで 、 患者 と デフ テ 
ラ の 状態 を 見 て 表 と の 処置 を 行なう こと 。 





に Ei の EIDWGES 計 さき コ ニ 【 の ) ルコ 
すべ て レー ザー で 焼却 する と 1 組 
ひと アル ルン ル ド 2 れる: ル pk 











回 メス で デフ テラ を 切除 潤 











還 デフ テラ 合体 後 、 ド レー ン で 吸引 










胃 部 手術 で は 1 組 、 肺 部 手術 で は 2 組 の デフ テラ を 駆 
逐 する こと に な る 。 つね に 腫瘍 の 焼却 と バイ タル 回 復 を 
行ない な が ら 、 合体 が は じ ま っ た ら 即 吸引 で きる よう 
構え て お く こと 。 区 


cn エゴ リン 4aE3 コ ラリ | 
ヒー ル ゼ リー で 壁 を 作り 、 デ フ テ ラ 
の 動き 回 れる 場所 を 狭め よう 。 
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合体 し た ら す か さ ず ドレ ー ン で 吸 
| 引 し よう 。1 組 に つき 3 回 吸引 す 
れ ほ 切除 可能 な 状態 に な る 。 





ピン セッ ト で デフ テラ を 岳 出 。 ] 


ピン セッ ト で 切除 痕 に 








人 工 膜 を 移植 


人 工 膜 に ヒー ル ゼ リー を 塗り 、 
手 で 定着 させ る 


外皮 に 残っ た 腫瘍 を 
レー ザー で 糞 却 













1 
放っ て お く と 腫瘍 が 大 量 発生 し て 
し まう 。 切除 可能 な 状態 に な っ た 





















ら す ぐに 切開 する こと 。 





16 還 7| 
回 まで 終了 すれ ば 、 切 除 痕 分 の バ 
| イタ ル は 低下 し な い 。 腫瘍 の 焼却 

と 残っ た デフ テラ の 吸引 を し よう 。 


いこい いい ババ いい いい ババ ペ いい いい いい ババ いい いい いい ベベ NN で いや 
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| 画 ピン セッ ト で 梓 を 摘出 3 


膜 は 臓器 の 中 央 付近 に 4 分 割 さ れ て 張っ て いる 。 腰 
の 数 を 減ら す た め に 右上 か ら 左 下 へ 追い 込む よう に 
摘出 を し て いき た いと ころ だ が 、 この 方 法 で いく に は 
ひと つの ミス も な く 、 迅速 に 処置 を 進め られ る テク ニ 
ッ ク が 必要 と な る 。 一瞬 で も テ タ ル テ ィ に 遅れ を 取 
る と 、 左下 に 追い 込む どこ ろか 、 右上 や 右 下 に どん 
どん 膜 が 増殖 し て いっ て し まう 。 手数 や か か る 時 間 
は 多く な っ て し まう が 、 左下 か ら 右 上 に 追い 込む ほう 
が 若干 ラク に 手術 を 行なえ る 。 


メス で 膜 を 切開 | 


1 1 ピン セッ ト で 膜 を 剥離 し . 








トレ イ に 移す 


気体 が 発生 し た ら ド レー ン で 吸引 ] 











る SAS 
| 手術 開始 直後 、 光 る 腹 が 4 つの 島 

の どこ か に 必ず 1 枚 あ る 。 これ を 

優先 し て 剥離 し て いく の も 手 。 





4 | 光る 膜 を 離 で きれ ば 、 多少 だ が 
バイ タル 面 で ラク に な る 。 光る 膜 
を 剥離 後 、 左 か ら 模 を 抜 こう 。 


1 

要 に 挟ま れ た 面 か ら 新た な 膜 は 増 
殖 する 。 写真 の よう に 三角 形 の 面 
を ら 点 支え て いる 醒 か ら 抜 こ う 。 











表 友 に メス を 入れ る と バイ タル が 
急 低下 。 表皮 に 面 し て いる 部 分 を 
切開 する 際 は 注意 する こと 。 





12 還 5| 

三角 形 枚 分 を 切開 し た ら 、 その 
うち 4 枚 を 即 離 で きれ ば よし 、 と 
いう くら い の 気持 ち で 挑 も う 。 


回 
到 離 し た 膜 を トレ イ に 移す まえ に 
に の の その /3: 
に 癒着 する こと を 忘れ ず に 。 















班 憩 室 の 色 に 対応 し た 血清 を 投与 ] 
メス で 艇 室 を 切開 
ピン セッ ト で 憩 室 を 除去 


ピン セッ ト で 人 工 膜 を 
切除 痕 に 移植 


ヒー ル ゼ リー と 手 で 人 工 膜 を ] 
































か も: っ) 
一団 まで が トリ ー テ ィ 駆 逐 の 第 一 段階 。 こ の あと 





て か ら 最 後 の 人 工 膜 の 定着 を 行なう こと 。 





血清 を 打つ 

これ まで の トリ ー テ ィ と 処置 の 方 法 は 同じ 。 どの トリ ー 
ティ が 何 色 か を 記憶 し 、 3 体 が 同色 に な っ た ら 固 体 色 
と 同色 の 血清 を 打っ て いこ う 。 色 と 違う 血清 を 投与 し 、 
憩 室 が で き て し まっ た ら 、 ト リー ティ へ の 血清 投与 より 
も 優先 し て 頭 一 回 まで の 処置 を し て お く こと 。 各 個体 
に 5 回 ずつ 血清 を 打 て ば 記 は 終了 と な る 。 
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トリ ー テ ィ が 3 体 出現 する の で 、 バイ タル を 99 ま で 上 げ 





トリ ー テ ィ の 固体 色 と 同じ 色 の 革 






回 

憩 室 の 配置 は 下 に 緑 、 右 に 紫 、 上 
に 黄色 と 写真 の と お り 。 色 が つい 
て 膨れ 上 が る まえ に 、 血清 を 投与 。 





、 四 
切開 マー カー が で て いる 時 間 は 短 
| い 。 ひと つの 政 室 に 血清 を 打っ た 
EE)Ir3Dte 


















| 回 

l 人 工 膜 を ひと つ だ げ け 定着 さ せ ず に 
2 IIk み と 大 Ag と 2) ルス に に た る < 
上 げ て か ら 最 後 の 定着 を 行なう 。 


ICEI 

Z 誕 トリ ー テ ィ が 洪 伏 し た ら 、 ま ず 回 

唱 | 復 。 その 後 血清 を 注入 し た 状態 で 、 
血清 と 同色 の トリ ー テ ィ を 追う 。 


回 b 
伸 3 体 が 同色 に な っ た ら 血 清 を 即 投 
呈 号 。 投写 の 順番 は あら か じ め 決 め 
廊 て お き 、 手 を 慣れ させ る と いい 。 





2 還 C0 
yl 問 違 っ た 血清 を 打つ と これ まで 同 
潮位 悪 室 が 発生 し て し まう 。 記憶 が 
誠 う いと き は 手 を だ さ な いこ と 。 


[の アプ アン プン ン アン ン ン アン アン アン アン ン ン ン ン ン ン ノン ング ン アン アン アア グン アン グン ン ン ン ン ン ン ィ 
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レプ プク プク ググ ング アグ アフ ンク クノ クン ププ プク クアン ンプ アン ン ン アン ン ン アン ン ン ン ン グン アン アン ン / ン ン ン アン ン ン アン アン アン アン ン ン アン 24 











回 注射 器 で ナノ マシ ン を モヤ に 投与 ] 
レー ザー で 核 を 照射 30) 
回 レー ザー で 核 を 照射 し な が ら 、 ] 


小 核 焼却 の 準備 


核 に 照射 を 続け て いく と 、 核 か ら 小 核 が 排出 され る 。 
小 核 排出 後 は 小 核 の 焼却 を 優先 し て 行なう こと 。 小 核 
の 発生 は 、 最 初 の 4 回 は 以下 で 紹介 する 小 核 の タイ プ 、 








ド | 














| 還 5 較 6 還 5 (の 人 ほ ヨコ 只 才 攻 ウ 1 に 1 ヒ シル スン P2W< 紹 


発生 する 。 また 、 圏 に 入っ た 時 点 で よう や く 核 へ の 攻撃 
が 有効 と な り 、 ここ か ら 7 回 OK! が で る まで 小 核 を 焼却 
し な が ら 、 核 へ の 照射 を 続け る こと に な る 。 


| 画 小 核 タ イプ 1 を 焼却 | 


核 か ら ひ と つ ず づつ 排出 され る 5 個 の 小 核 を 焼却 し て 
いく 。 この 小 核 を 放置 する と 表皮 に 裂傷 を 作ら れ て 
し まう が 、 裂傷 は ひと まず ムシ し 、 小 核 の 焼却 を 優先 
する こと 。 


[回 小 核 タイ プ 2 を 粒 却 3 


5 個 の 小 核 が 一 度 に 排出 さ れる 。 ペ ー ス ト の 拡大 縮 
小 中 は 小 核 を 焼却 する こと は で き な い 。 表皮 に 発生 
し た デキ モノ を 焼却 し な が ら 縮小 を 待ち 、 縮小 し き 
っ た と ころ で 小 核 の 焼却 を 行 な お う 。 

















| 小 核 タイ プ 3 を 焼却 半 


核 を 中 心 に 小 核 が 円 を 描く よう に 動く 。 小 核 排出 時 
に レー ザー を 核 に 当て た まま で 焼却 で きる が 、 逃し て 
し まっ た 場合 は 、 小 核 の 軌道 上 に レー ザー を 当て 続 
ける こと で 焼却 で きる 。 
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画面 全体 に ペー スト が 映し だ さ 
5 た め 、 回 打てる 箇 は 下 
| い 。 打つ と き は 皮膚 へ 打つ こと 。 


・ に と で る 。 ta)91.3! 
識名 | を 7 回 見 れ ば クリ ア だ 。 


小 核 を 逃し た あと 、 その 小 核 に 照 
射 し て も 間に合わ な い 。 つぎ に 出 
| 現す る 小 核 の 焼却 を し よう 。 


| 裂傷 を 作ら れ て も 、 縫合 で は な く 
小 核 の 焼却 が 優先 。 5 個 の 小 核 を 
焼却 後に 縫合 、 回 復 を する こと 。 


| 裂傷 縫合 の 際 は 、 画面 の 上 か ら 下 
叶 内 則 か っ で だ は な る 下 か ら 上 に 
縫い 上 げ る よう に し よう 。 


2 | タイ プ 2 で 小 核 を 焼却 で きる の は 
記 | 写真 の 状態 の と きのみ 。 拡大 縮小 
| 中 は デキ モノ の 処置 や 回 復 を 。 
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裂傷 の 縫合 | 
すべ て の 裂傷 を 縫合 する と パラ スケ ヴィ が 出現 する 。 


レー ザー で 尻尾 を 照射 し 
動き を 止め る 


この 手術 で も パラ ケス ヴィ は 小腸 か ら 移 動 を 開始 し 、 
胃 、 肝 臓 と 体内 を 上 り 心 臓 まで 移動 する 。 心臓 に 達し 
て し まう と 、 16 分 の 1 に な っ た パラ スケ ヴィ 1 体 の 動き を 
止め 、 摘出 する 程度 の 時 間 し か な い 。 肝臓 が 処置 で き 
る 限界 と 考え 手術 を 進め て いこ う 。 


| 回 メス で パラ スケ ヴィ を 切断 。 ] 
パラ スケ ヴィ の 動き を レー ザー で 上 正 め る と 、 切 断 可 
な 状態 に な る の で 、 摘 出 で き る 最小 単位 、16 分 の 
の 状態 まで 切断 し て いこ う 。 な お 、 切断 され た パラ 。 
ケ ヴ ィ は 裂傷 を 作り な が ら 画 面 下 へ と 降り て いく 回 b 
回 復 剤 の 投与 で バイ タル を 維持 で きる の で あれ ば 、 FT To7I ジ と の 25 ア が"E『 ご = 間 
裂傷 の 縫合 は 術 野 に パラ スケ ヴィ が いな く な り 、 つぎ | 分 作 の 合 後 つぎ の 詳 器 へ の 移動 
の 肛 器 へ 移動 する まえ に 行なう と いい 。 の に 由 作 


ピン セッ ト で パラ スケ ヴィ を 摘出 ] 


摘出 の 際 ち レー ザー で 動き を 止め て か ら 行 な お う 。 








21 回 

バラ スケ ヴィ が 動き だ す 直前 、 体 を 

本 pkck3 の KO) ロン 
KAIE 間 lPr3 リ に る < ゴ | コッ 7 4 し 

















1 

2 最初 に 切断 し た 残り の 2 分 の 1 は 
串 つぎ へ 逃し 、 術 野 を 動き 回 る バラ 
還 スケ ヴィ の 数 を 減ら し て お こう 。 














人 に MIEC ジ コー) リ に る ゴン 
すぐ に 摘出 。 少し で も 動き は じ め 
て し まう と 摘出 で き な い 。 
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| 題 メス で ※ を 切断 | 


糸 1 本 の 切断 に メス 1 本 を 消費 する の は 前 回 と 同様 。 
補充 まで の 時 間 は 、 寿 の 小 サ ヴァ ト 焼 却 の 準備 を し た 
り 、 バイ タル の 回 復 を 行 な お う 。 メス が 補充 され た ら 、 
すぐ に 持ち 替え 、 糸 の 切断 を し て いく こと 。 巣 を 4 回 
破壊 し た ら 圏 以降 の 第 二 段 階 へ と 進む 。 


| 事 レー ザー で 小 サ ヴァ ト を 焼却 ] 
サヴァ ト は 糸 を 生成 する 際 、 小 サヴァ ト を 生む 。 同時 











ね に レー ザー を 持ち 、 小 サヴァ ト が 生ま れ た ら 即 焼 
却 す る こと 。 糸 が 赤く な い 限 り 、 糸 切 り よ り も 小 サ ヴ 」 
ァ ト 優先 で 焼却 し て いこ う 。 


巣 が 完全 に 消滅 し た ら 、 サヴァ ト の 防護 コー ト の 中 和 
に 入る 。 レー ザー を 照射 する と サヴァ ト は 1 本 線 か 3 本 
線 の 裂傷 を 作り 、 1 本 線 の 裂傷 か ら は 必ず 小 サ ヴァ ト 
が 発生 。 サヴァ ト 自 体 に 照射 し な けれ ば 、 裂傷 の 発生 
確率 は か な り 低 く な る の で 、 小 サ ヴァ ト が 発生 し た ら 
サヴァ ト へ の 照射 を 止め よう 。 小 サヴァ ト の 焼却 を 優 
先 し 、 裂傷 の 縫合 、 回 復 剤 の 投与 を 行なう と いい 。 


1 計 / 多 を ay ルス | 


防護 コー ト の 剥が れ た サヴァ ト を メス で 一 刺し 。 再び 
防護 コー ト を まとう の で 、 古 の 処置 を 続け て メス で 刺 
そう 。 回 、 男 を 4 回 繰り 返し た ら 還 の 処置 へ 入る 。 


回 注射 器 で 特効薬 を 投与 


回 超 屯 刀 を 発動 させ る 


手術 パレ ッ ト の 手 の 部 分 が 廊 に な っ た まま な の で 、 
イベ ント の 超 執 刀 発 動 が 終わ っ た ら 、 続 け て 超 執 刀 
を オリ に こさ 


































に 生ま れ た 小 サ ヴァ ト が 5 体 以上 いる と 合体 し 、 中 サ 
ヴァ ト を 発生 させ て し まう 。 メ ス が 補充 され る で は つ 


回 レー ザー ーー サヴァ ト を 順 身 


回 注射 器 で 特効薬 を 注射 


EN ここ ここ へ ここ 


頭 a 

糸 の 耐久 度 が 上 が り 、 切 断 に 時 間 
が か か る 。 手術 No30 と 同じ タイ 
ミン グ で は 進め な いこ と に 注意 。 











頭 b 

語り だ CEter 北 AME も NEG ヨ コリ 4 
され な いた め 、 小 サ ヴァ ト は 発生 
し な い 。 回 復 の チャ ンス だ 。 






1 
レー ザー を 照射 し な けれ ば 裂傷 発 
生 確率 は 下がる 。 縫合 後 、 回 復 し 
て か ら レ ー ザ ー を 当て よう 。 


っ | 還 


黒い 薬 が 特効薬 。 3 回 メス で 刺し 
た ら こ れ を サヴァ ト に 注射 し よう 。 





4 3 の と: モコ ri り だ たよ の た 
態 に な つた ら 、 すか さ ず 自分 の 手 
で 超 執 刀 を 発動 させ る こと 。 





| 


己 人 AD ビビ ロ FFICIAL は 1DEB ロ ロ に 



















本 編 を クリ ア す る と 出現 する 、 月 森 孝 介 未 公開 
執刀 録 。 ス ター ト 画 面 で OPERATION を 選択 し 、 
カー ソル を いち ば ん 下 ま で 移動 きせ る と 、X1: キ リ 
アキ と いう タイ トル が 表示 され て いる 。 こ の X1 を ク 
リア する と X2: デ フ テ ラ が 出現 、 と いう よう に 全 韻 
で 7 つの ギル ス 手 術 が 楽し め る 。 処置 の 手順 は 本 
シッ ルウ 】 ク シム Y/9) ク 】mi に た 区 さき:/uvic K く 
思え る ほど 強く な っ て いる 。 





| No3z。 | sCORg 320 .RANK 


| : 右 こ 2 昌 / 


| 4 アフ テ 
ト V ア ォ リ に Yo の 7.73 ーー AN 


42. テ タル ティ 


ERCA 


未 公開 執刀 録 の 手術 レ 
ベル は 高い が 、X1 の 
ヒコ リア オーン ルリ ル /k<k コ 


5X77 / | れ ば 、 ほ か は 楽勝 だ ぞ 。 








X1: キ リア キ ニー 
手術 開始 直後 、 きき に 4 つの 像 傷 を 既 合 し て か ら 
箇 だ まり が で き て いる 凍傷 の 既 合 を 行なう 。 交 作 
を さき に 符 合 し て お く と 、 無傷 の 状態 で キリ アキ を 
出現 させ られ る の だ 。 最後 の 多 傷 を 縦 合 する まえ 

























すぐ に 最後 の 縫合 に 入ろう 。 
疑 合 が 終わ る と 同時 に 3 体 の キリ アキ が 出現 。 3 


出現 する の で 、 こち ら も 2 体 同時 に 露出 させ よう 
起 出 後 は 、 レーザー 照射 に 移る の で は な く 、 回 復 
剤 を 1、 2 回 投与 する こと 。 ここ で 回 復 を し て お か な 
いと 、 バイ タル の 回 復 が 追い つか ず 、 手術 継続 か 


に バイ タル が 0 に な ら な い 程 度 ま で 抽 傷 の 縫合 や 回 


本 編 と 同様 、 胃 と 肺 の 2 ヵ所 の 手術 を 行なう 。 白 
と 黒 の 放 瘍 の 発生 頻度 が 早く な り 、 ま た 、 腫 揚 に よ 
る バイ タル 低下 が 激しく な っ て いる 。 発生 し た ら す 
べ て 焼却 する つも り で 、 つ ね に レー ザー を 持っ て 
待機 し て お こう 。 た だ し 、 デフ テラ が 合体 を は じ め 
た ら 、 吸引 を 優先 する こと 。 な お 、 デ フ テ ラ を 摘出 
し た あと は 、 切除 浪 の 治療 は 後回し 。 回 復 剤 を 投 
与 し な が ら さ き に 腫瘍 を 焼却 する こと 。 


X3・ テ タル ティ  /\W 


に バイ タル を 99 ま で 上 げ 、 超 執 刀 を 発動 きせ て か ら 


体 を 一 度 に 宮 出 させ 、 一 障 ず つ レ ー ザ ー を 上 射 し 、 
ほぼ 同時 に 駆 逐 す る こと 。 すぐ に 2 体 の キリ アキ が 










困難 に な っ て し まう 。 投 与 後 は 、 レ ー ザ ー 照 射 中 


ルン トル レス アル スレ ーー 





復 剤 投与 を 行ない 、 2 体 の キリ アキ を 駆逐 し よう 。 
2 体 を 駆 有 し た あと は 、 ヒ ー ル ゼリー で 治療 で きる 
傷 を ひと つ だ け 残 し て バイ タル を 99 に する こと 。 最 
後 の 傷 の 治療 が 終わ る と 、 マ ザー と キリ アキ の セ 
ッ ト が 出現 する 。 

マザー 出現 後 、 ま ず は マザー が 作っ た 3 つの 大 き 
な 像 傷 を 合 。 つぎ に 2 体 を 同時 に 赴 出 させ る 。 
釧 出 きせ た ら マ ザー に ヒー ル ゼ リー を 塗り つけ て 動 
き を 止め 、 そ の スキ に キリ アキ を 駆 肥 。 マ ザー の 動 
き を 止め な が ら 像 傷 の 終 合 、 回 復 剤 の 投与 を 行 な 
う 。 バイ タル が 60 程 度 を 保つ よう に な っ た ら マ ザー 
の 照射 に 入る 。 マザー 駆逐 の 際 は 、 赴 出 させ た ら 
即 ヒ ー ル ゼリー を 塗っ て 、 縫合 と 回 復 を 繰り 返し 、 
再び バイ タル が 安定 し た ら レ ー ザ ー で 喚 射 と いう 
手順 で 4 回 レー ザー を 当て て いこ う 。 





[ひと 2 アルン / の 本 人 
し あわ な いよ うに 、 

ー ル ゼ リー で 凡 中 を 箇 
記 | 害する 手段 も 使え る 。 












基本 的 に は 右 下 か ら 左 上 へ 向かっ て 模 と 通常 の 
膜 の 摘出 を し て いく 。 た だ し 、 光る 膜 か ら の ダメ ー 
ジ 量 が 上 が り 、 気体 の 臓器 へ の 付着 時 間 が 短く な 
っ て いる た め 、 光る 膜 の 摘出 と 右 方 向 へ 流れ た 気 
体 の 吸引 を 最 優先 で 行なう こと に な る 。 気体 が 左 
方 向 に 流れ た 場合 は 放置 。 どの みち 有 は 、 処置 が 
あと に な る 左上 の 空い て いる 部 分 に 増殖 し て いく 
[42x を 1AwGy/ 上 と ん 
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『 ノ 光る 卓 か ら の ダメ ー ジ 
は 甚大 。 摘出 後に 回 復 
剤 を 投 生 し な いと バイ 
タル が 追い つか な い 。 


xx さい いい いこ いい いこ ここ いこ ここ ここ ペペ パパ ベベ パパ ベベ ペペ いこ ここ で ここ ここ ペペ 発 
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X え 4: トリ ー テ ィ  /\W 

時 間 と 集中 力 と の 戦い 。 憩 室 の 色 と 同 じ 血 清 を 
投与 し 、 切 除 摘出 を 行なう 。 人 工 膜 を すべ て 貼り 
終え る まえ に 、 バイ タル を 99 に し て お く こ と 。 トリ ー 
ティ が 出現 し た ら 、 そ れ ぞ れ の 色 に あっ た 血清 の 
投与 を 5 回 繰り 返し て いく の だ が 、 一 度 で も 僅 う 色 
の 注射 を し て し まう と 、 修復 は ほぼ ムリ に な っ て し 
まう 。 確実 に 色 を 覚え て で いな い 場 合 は 手 を だ きず 
回 復 を し て お こう 。 


X5: ペ ンプ ティ /\W 


手術 開始 時 の 憩 室 の 配 
置 は 写真 の と お り 。 色 
が つき は じ め る まえ に 
血清 を 投与 し よう 。 











つね に レー ザー で 核 を 照射 し な が ら 3 タ イプ の 
小 核 の 焼却 を し て いく の だ が 、 未 公 開 執 刀 録 の ペ 
レアル 必 た で 多 2 0【 ク シネ ノル リリ に た も APTHSH AP 半 2 
イミ ング が あわ ず 、 1 個 で も 逃し て し まい 、 5 回 タダ メー 
ジ を 受け る と 立て 直し は ほぼ 不可 能 と な っ て し まう 。 
1 個 目 の 小 核 べ の 史 射 が 間に合わ な いと 思っ た ら 
すぐ に あき ら め 、 そ の つぎ に 出現 する 小 核 か ら 焼 
元 し て いこ う 。 タイ プ 2 は ペー スト が 動き だ すま え に 、 





最低 で も 2 個 、 で きれ ば 3 個 の 小 核 を 焼却 し た いと 
ころ 。 ペ ー ス ト が 収縮 を は じ め た ら 、 腹膜 に で きた 
デキ モノ の 焼却 を し て お こう 。 ペー スト が 収縮 し きっ 
た ら 残 り の 小 核 を 焼却 し 、 残っ た デキ モノ の 処理 を 
する こと 。 タイ プ 3 は 核 か ら 小 核 が で は じ め た と き に 


_ 核 べ の 照射 を 続け て いれ ば 、 連続 し てこ す べ て の 小 


核 を 焼却 で きる 。 この タイ ミン グ で 焼却 で きた と き が 
バイ タル 回 復 の チャ ンス だ 。 








(it ゆ ムシ クム シッ 67AA 
ここ まで の パラ スケ ヴィ 戦 と 違う 点 は 、 バイ タル 
低下 が 激しい こと だ け 。 ここ まで クリ ア で きた の な 
ら 、 さ ほど 難し い 手 術 で は な い ぞ 。 
裂傷 を 5 本 縫合 し た ら 、 バ イタ ル を 99 に し 、 6 本 目 
の 継 合 に 入ろう 。 縫 合 が 終わ る と パラ スケ ヴィ が 出 
現す る 。 回 収 方 法 は 48 ペ ー ジ を 参照 。 と に か く こ 
の 手術 で は レー ザー で パラ スケ ヴィ の 動き を 止め る 


X7: サ ヴァ ト だ た ーー 







と が 最 優先 。 像 傷 の 縫合 も パイ タル 回 復 も 、 パ ラ 
ケ ヴ ィ の 動き を 止め て ぐい る あい だ に 行なう こと が 


、 重要 と な る 。 また 、 パラ スケ ヴィ が 重なり あっ て いる 


と き に メス を 入れ る と 同時 に 分 像 さき せ て し まう 。 動 
き を 止め な けれ ば な ら な い 数 を いた ずら に 増やし 
て し まう だ け な の で 、 パラ スケ ヴィ が 重 な ら な いよ う 
に 個々 の 動き を 止め て いこ う 。 





業 の 破壊 を どう 乗り 切る あか が クリ ア の ポイ ント 。 
糸 の 切断 を 第 一 に 考え 、 小 サ ヴァ ト の 焼却 、 中 サ ヴ 
ァ ト の 焼却 の 順に 処置 を し て いこ う 。 糸 の 耐久 度 が 
高く な り 、 赤く 変化 する まで の 時 間 が 早く 、 回 数 が 
多く な っ て いる 。 メス が 補充 され た ら 即 、 糸 の 切断 
を 行なっ て いく の だ が 、 メ ス が 補充 され る より も 早く 、 
糸 は 赤く な っ て し まう 。 赤 い 糸 か ら の 大 タメ ー ジ は 3、 
4 同 受け る こと が 確実 な の で 、 バイ タル は つね に 最 
低 で も 50 に し て お く こ と 。 

巣 を 破壊 後 の 第 二 段 階 で は 、 サ ヴァ ト の 防護 コ 
ー ト の 耐久 度 が 上 が り 、 レ ー ザ ー の メモ リ が 赤く な 
る まで 照射 し な いと 中 和 で き な く な っ て いる 。 メ モリ 
が 赤く な っ た 時 点 で サヴァ ト へ の 曳 射 を や め 、 補充 
され る まで 様子 を 見 つつ 、 小 サ ヴァ ト が 発生 し た ら 、 
と に か く 少 量 の レー ザー で いか に 4 体 以 下 に する 
まで 焼却 し て いけ る か が ポイ ント だ 。 





























ss へ へ へ へ へ へ へ へ べべ へ べべ べべ へ へ へ へ へ ふさ べ ささ ふふふ ふふふ ふ へ や ここ ここ S へ SS SS へ 


糸 が 1 本 も 切ら れ て い 
な い 状 態 な ら 小 サ ヴァ 
MEE: だ コ の ^ さ の hy さく 
1 の の と ユン ル 4/= 





アイ コン が 赤く な っ た 
ら 照 射 は 中 断 。 小 サ ヴ 
4 も: モコ の さり て) 
祈り つつ 補充 を 待 と う 。 
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ここ で は 各 手 術 ご と に 設定 され た ラン ク 一 覧 の 
ほか 、 スペ シャ ル ボ ー ナ ス を 獲得 で きる 条件 を 記載 
し て いる 。 ラ ンク S を 取る た め に は 、 た だ 手術 を こ 
な す だ け で は な く 、 スペ シャ ル ボ ー ナ ス を 手 
る こと も 重要 と な る 。 以 下 を 参考 に S ラ ンク を 目指 
し て みて は いか が か ? 


1 執刀 の 心得 (の ) 











NN 位 


の PP477W 6 の 夏 382 の / 


隊 隊 人 ゲ 


-Zg_ees オオ ナ の 


スペ シャ ル ボ ー ナ ス の 獲 
最高 点 は BOO 
これ を 取れ れ ば S ラ ン 
当 ク は キミ の も の だ !? 


Rs 生 ふ 、 死 か cm 





【 ラ ンク 一 覧 】 S : 9999…5200 A:5199 一 5100 
B:5099 一 4900 C:4899ー0 


【 ラ ンク 一 覧 】 S : 9999 一 5750 A:5749 一 5150 
B:5149 一 4400 C:4399ー0 






































スペ シャ ル 獲 得 条件 | 取 科 点数 | スペ シャ ル 拓 得 条件 | 了 和 上 数 | 
ミス を し な い rm ミス を し な い 700 
パイ タル を 70 以 下 に 下げ な い 50o 2 回 の マッ サー ジ 残り 時 間 合 計 が 01:30:00 以 上 Bi 
残り 時 間 04 :30:00 以 上 で クリ ア 300 残り 時 間 03:30:00 以 上 で クリ ア 400 
5 回 以上 COOL を 取る 200 8 回 以上 COOL を 取る 200 





6 る 続 ・ ・ 執 刀 の 心得 (P22) 


【 ラ ンク 一 覧 】 S : 9999 一 4500 A:4499 一 4300 
B:4299 一 4100 C:4099 ご 0 





rpey 学 1 1 s 眠れ s 力 に の 


シシ に は っ A:6199 ご 6000 
B:5999 一 5800 C:5799ー0 



































スペ シャ ル 下 得 条件 ] 取得 点数 スペ シャ ル 確 得 条件 -| Wa | 
ミス を し な い 1000 。 ミス を し な い 1000 
スキ ャ ナ 使 用 1 回 で 腫瘍 発見 500 。 。。 血栓 に よる ダメ ー ジ 回 数 が 3 回 以下 500 
残り 時 間 04:00:00 以 上 で クリ ア 300 残り 時 間 03:40:00 以 上 で クリ ア KU リ 
2 回 以上 COOL を 取る 200 3 回 以上 COOL を 取る 200 





3 別 % の 手術 財 (-P2s) 


ss 用 ヨコ 宰 の 手 を 目指 し て cpp 





【 ラ ンク 一 覧 】 S : 9999 一 4500 A:4499 一 4200 
B:4199 ご 3900 C:3899-0 


グロ トー 9999 一 2000 A:1999 一 1750 
B:1749…1250 C:11490 





























スペ シャ ル 角 得 条 件 |EE1 | スペ シャ ル 導 得 条件 還 還 | 本 EC 
ミス を し な い 1000 超 執 刀 ミ ス を し な い Li リ 
スキ ャ ナ 使 用 3 回 以下 で 全 腫瘍 を 発見 Ei 下地 か ら ず れず に 2 回 線 を 描く 2 リ 
残り 時 間 03:40 :00 以 上 で クリ ア Ei リリ 下地 か ら ず れず に 1 回 線 を 描く EiU り 
3 回 以上 COOL を 取る 200 下地 か ら ず れず に 線 を 描け な か っ た 50 





0 長 革 o 歌 ぅ うた い ご Pz4) 


還 う 神 o 手 の 覚醒 9) 








【 ラ ンク 一 覧 】 S : 9999 一 6700 A:6699 一 6400 
B:6399 一 6100 C:6099-0 


【 ラ ンク 一 覧 】 S :9999 一 5600 A:5599 一 5400 
B:5399 一 5200 C:5199-0 


















































アデ アン アア アグ アノ プン ノノ ノノ グン アン ン ン ノノ アン アン ン アン アン グン アア ング ン ン ン ング アン アン アン ン ン / ン アン ンプ ン アン アン 4 











NN 





スペ シャ ル 天 得 条件 取得 点数 | スペ シャ ル 獲 得 条 件 | 取得 点数 | 
ミス を し な い LU リリ 超 執 刀 を 使用 し な い 1000 
出血 を 5 回 以下 に 抑え る BU 1 回 も 血管 導 を 破裂 させ な い 700 
た (< 計り は リリ ンド ャ ン ン ルル 4 ドル リリ 残り 時 間 01:30:00 以 上 で クリ ア 山 リ リ 
3 回 以上 COOL を 取る リリ 10 回 以上 COOL を 取る リリ 
messanses | 欠 全 の 資格 cass esio / 玉 きた く な い o (ps 
【 ラ ンク 一 覧 】 S: 9999…6700 A:6699 一 6400 【 ラ ンク 一 覧 】 S :9999 一 4900 A:4899 一 4700 

B:6399 一 6100 C:6099-0 B:4699 一 4500 C:4499ー0 
スペ シャ ル 緩 得 条 件 | 取得 点 敷 | スペ シャ ル 天 得 条 件 に し 
ミス を し な い 1000 超 婁 刀 を 使用 し な い 1000 
スキ ャ ナ 使 用 4 回 以下 で 全 腫 瘍 を 発見 Em ドレ ー ン 処 還 後 、 再 出血 を 3 回 以上 させ な い 200 
残り 時 間 03:00:00 以 上 で クリ ア EO ピンセット で 閉じ た あと 、 3 回 以上 開か せな い 200 に 
を 】 200 8 回 以上 COOL を 取る Em 








(の 


AD 所 ロ ロ FFIGIAL 呈 り 1DE 昌 ロロ に K 


6 アン アン アン アン アン アン アン アン アン アン ノン ン アン アン アン アン ンジ ン アア ング アン アン ン ン ン ン アン ン ン ン ン 





て 


0 


の 


0 


アア アン ンプ アア ノン ング プン プア ング ノン ンプ ノン ン ン ン ン ン ン ン ノン グン アン ノン プン ノン ン ン アン アン ン ン ン アン ン アン ン ン ン アン ン アア アン アン ン ン ン ン ィ 








の - 
oi1 生き た ぃ 。 (ご Ps1) 


Fi に 12 こつ 研究 72) 


Ei= に ュ メ ー jm 1 -1 口 
_ 手術 No17 





【 ラ ンク 一 覧 】 S : 9999 一 6600 A:6599 一 6400 
B:6399 一 6200 C:6199ー0 


【 ラ ンク 一 覧 】 S : 9999…5400 A:5399 ご 5200 
B:5199 一 5000 C:4999 一 0 



































スペ シャ ル 獲 得 条 件 | 取得 点数 スペ シャ ル 獲 得 条件 し 1 
超 軌 刀 を 使用 し な い 和 LU りり 超 執 刀 を 使用 し な い 1000 
En[UUHUUHU リ ネン ルルル 500 膜 を 16 枚 以上 増殖 させ な い リリ 
ミス を し な い リリ 残り 時 間 03:00:00 以 上 で クリ ア 300 
ミス を し な い りり 
Ri 君 の た ぁ 、 皆 の た め (ご P32) ス 4- っ 
に j』=」 に ょ 4 





【 ラ ンク 一 覧 】 S : 9999 一 4500 A:4499 一 3700 
B:3699 一 3500 C:3499-0 

















清 を 探せ ! (ご P38) 


手術 No18 





【 ラ ンク 一 覧 】 S : 9999 一 3900 A:3899 一 3700 



































スペ シャ ル 獲 得 条件 取得 点数 | B:3699 一 3500 C:3499-0 

超 軌 刀 を 使用 し な い 800 | スペ シャ ル 算 得 条 件 取得 点数 

心 細 動 を 5 回 以上 発生 させ な い 200 超 執 刀 を 使用 し な い 1000 

残り 時 間 03 : 40 :00 以 上 で クリ ア ED も も そり BPI レル ル 4 Bi 

ミス を し な い 550 [と は りり リッ ポー ン ルン ルル Ei りり 
ミス を し な い リリ 

srosy う < の と 1 


回 是 本 DE ギ リル クン 4 (一 P33) 


【 ラ ンク 一 覧 】 S : 9999 一 7000 A:6999 一 6800 
B:6799 一 6600 C:6599-0 























ビビ 村 マ 
本 一 人 前 (ご P39) 





【 ラ ンク 一 覧 】 S : 9999…7200 A:7199 一 7000 





























































































































スペ シャ ル 天 得 条件 | 取得 点数 B:6999 一 6800 C:6799-0 
超 較 刀 を 使用 し な い mm | スペ シャ ル 導 得 条件 | 取得 上 
残り 時 間 00:30:00 以 上 で クリ ア B 直幸 妃 を 使用 し な い 1000 
ミス を し な い 500 悪 室 を 7 個 以上 発生 させ な い BOO 
残り 時 間 02:30:00 以 上 で クリ ア UI リ 
=== 計 4 か けが え o な い 物 o も 
Pc mm2-e 最初 の 一 
| スペ シャ ル 拓 得 条 件 取得 点数 | 証人 Np20. 失 
【 ラ ンク 一 覧 】 S : 9999 一 4000 A:3999 一 3700 
超 雪 刀 を 使用 し な い L り りり B:3699 一 3400 C:3399 一 0 
残り 時 間 00:30:00 以 上 で クリ ア Bm | スペ シャ ル 獲 得 条 件 | 取得 点数 
ミス を し な い リリ 超 雪 刀 を 使用 し な い 1000 
ミス を し な い リリ 
ーー 呈 : 最悪 の 時 者 (558) 新垣 の 指示 に ミス な く 対応 リリ 
[ラン クー 覧 ) S:9999 ご 3000 Ai:2999 ご 2200 生理 融 氏 を 175 回 さじ だ 900 
B:2199 一 1500 C:1499ー0 新垣 の 指示 を 6 回 以上 ミス し た リリ 
スペ シャ ル 天 得 条件 必 EC 最後 まで 処置 を 行ない 体力 回 復 を し た 400 
超 畔 妃 を 使用 し な い 800 最後 まで 処置 を 行ない 体力 回 復 を し な い 300 
ミス を し な い BI 一 種類 の 薬 を 投与 し 終え た 200 
残り 時 間 08:00 秒 以上 で 赤 コ ー ド る 切断 リリ ヒー ル ゼ リー を 試す と ころ まで 進ん た 100 
残り 時 間 06 : 00 秒 以上 で 赤 コ ー ド を 切断 Bi 
残り 時 間 04: 30 秒 以上 で 赤 コ ー ド を 切断 100 re コー グ 薬 開 発 0 











【 ラ ンク 一 覧 】 S : 9999 一 2000 A:1999 一 1400 
































ems 商 度 3000mo 合 咽 。g の 補 0 

[ラン クー 覧 】 S: 9999 ご 5200 Ai:51995000 つこ る 人 失 介 才 也 提 数 
B:4999 ご 4800 C:4799-0 30 秒 未満 で クリ ア 2000 

スペ シャ ル 天 得 条件 | 取得 上 数 |  』120 秒 未満 で クリ ア E 

超 軌 刀 を 使用 し な い 1000 180 秒 未満 で クリ ア fm 

大 掘れ が 6 回 くる まえ に クリ ア 所 180 秒 以上 で クリ ア 400 





炎症 発生 回 数 を 10 個 以内 に 抑え る 
3 回 以上 COOL を 取る 


ドリ リ 
リリ 








ly ここ いい いこ へい いい ここ ここ べべ で ここ へ ここ ここ こい で ここ ここ ここ ここ ここ ここ 


ビビ ムロ ロリ ロビ ロビ ロ ロ FFjGiAC GU1DE 日 ロロ K 




















ee 
[ 寺 移 デー 


アク クノ プ ブフ ノ ン ノン ノン ン ノン ン ノン アン ノノ プン クン ノン ノン アン ン ン ン ア ン ン ジン ン ン ン ン 4 


の ジン い 

































































































































































_ 手 寅 No27 続 ・ 進化 +% ギ ルス 9777 


【 ラ ンク 一 覧 】 S : 9999 一 7000 A:6999 一 6500 
B:6499…6000 C:5999-0 


























ペン 2 の ペン 
居 軸 4- 旦 SO らら -6 
iM  。 手 南 No22 レ / そ っ 手 Cee 手箱 No28 カド ゥ ッ ケ ウス 感染 2)) {和則 
ラン ター 欧 S:9999 一 4000 A:39993700 [ラン クー 覧 】 S :9999 ご 9300 A:9299 ご 9000 クジ 
0 B:3699 一 3400 C:3399 一 0 B:8999…8700 C:8699ー0 | | 1 / 
| スペ シャ ル 算 得 条 件 | 人 雪 | スベ シャ ル 獲 得 条件 取得 点数 
超 軌 刀 を 使用 し な い 100 直幸 刀 を 使用 し な い 」 1000 シ 
N ミス を し な い 200 DEnUEUHUUDI セ シル ル 。 300 ア 
55 林 滑 で 2 リア mn ミス を し な い 200 シレ 
N 
170 秒 未満 で クリ ア 500 FEZ7Z2 500 ワ 
N 240 秒 未満 で クリ ア 300 肝臓 で クリ ア FT) ク 
N 240 秒 以上 で クリ ア 500 心 左 で クリ ア 100 ク 
N の 
に 】 
、 | oe 計 放 新型 レー ザー 開発 cx "ee 誠 遍 小 き な 悪魔 ze ク 
|、 | ウン クー S:9999-2000 A:1999 ご 1400 {ラン クー 覧 】 S :9999 ご 4200 A:4199…3800 / 
NN B:1399…1000 C:999-0 B:3799 一 3500 C:3499ー0 ク 
N、 | [| スペ シャ ル 得 条件 | 全数 | | スペ シャ ル 下 条件 EC 拓 の 
NN。 | 5 秒 未 満 で 2 リア 2000 起 雪 妃 を 使用 し な い 100o の 
N 180 秒 未満 で クリ ア 1400 青い ギル ス ( 中 サヴァ ト ) を 発生 させ な い 500 シ 
N 360 秒 未満 で クリ ア 1000 残り 時 間 03:30:00 以 上 で クリ ア ドリ リ ク 
NN、 | 360 以 上 で クリ ア 400 ミス を し な い 200 
N 
N 
N ドン 医師 達 の 戦 ぃ (…P44) Po3 時 5 その 名 は 、 死 cesy ク 
N [ラン クー 覧 】 S:9999 ご 4000 A:3999 ご 3700 。 ラン の 3 A:6499 ご 6200 / 
N B:3699 一 3400 C:3399ー0 : B:6199 一 6000 C:5999-0 / 
NN 間 E27 rr 、 | 人 呈 | | スペ シャ ル 旨 人 | Wa | ク 
N 超 軌 刀 を 使用 し な い 1000 。 。 残り 時 間 00:30:00 以 上 で クリ ア 1500 
NN、 | 筐 り 時 間 00:30:00 以 上 で クリ ア eoo ミス を し な い レ 
N ミス を し な い 400 ク 
N に 3 
[= ンー 
N らら 5 3Nocil 原 罪 ・ 受 (ご Ps1) レ 
N | 一 Ness テロ 発生 ! (ご P45) {ラン クー 覧 ) S:9999 ご 7300 A:7299…7100 シ 
NN | ラン クー 四 ] S:99999600 Ai9599 一 9300 BS2099C26900 2SBB99550 / 
N B:92999000 C:8999-0 | スペ シャ ル 大 得 条件 葉 CEC 人 レ 
NN、 | | スペ シャ ル 拓 和信 件 | 電 雪 | 直幸 刀 を 使用 し な い mm の 
N 超 執 刀 を 使用 し な い ELU リ 残り 時 間 00 : 30 : 00 以 上 で クリ ア 5s00 ア 
N TIME LIMIT 内 に 5 人 の 治療 を 終え る に リリ ミス を し な い リリ ク 
NN 5 人 の 手術 を する 300 レ 
【=jai に ] 
N に 9 手術 No32 原 罪 ・ 選 (一 P52) の 
N らら - コ [ラン クー 覧 】 S :9999…7300 A:7299…7100 ク 
N ーー 手 策 No26 進化 +% ギ ルス (一 P46) で う 上 シ 
N [ラン ター 覧 ) 5:9999 ご 5400 Ai:5399 ご 5200 | スペ シャ ル 電 人 ImeWmw| | グ 
N | B:5199 一 5000 C:4999 一 0 超 執 刀 を 使用 し な い LU リリ ア 
NN [ラベ シャ ル 和 人 | 隊 上 数 残り 時 間 00 :30 :00 以 上 で クリ ア 500 め 
NN。 | 超 吾 刀 を 使用 し な い En ミス を し な い Em ク 
N 膜 を 21 枚 以上 増殖 させ な い 600 ア 
N | けり 員 間 03:00:00 よ 上 で クリ ア 300 レ 
N ミス を し な い トリ リ ク 
N ウー 
N / 
N の 
N 
ク 
ア 








スペ シャ ル 基 得 条 件 取得 点数 
直 畔 刀 を 合用 し な い 100o 
募 室 を 7 個 以上 発生 させ な い 500 
大 残り 時 間 02:30:00 以 上 で クリ ア 300 
ヘン ミス を し な い し りり 
wi 





Eo 





の 
1 介 [ 


ルン へ 





ビビ AD ビビ OFFICIAL ご り !DEB ロ ロ に K 


2 ジンク プク クン ンク ンク ノン ノノ プン ノンノン ノン ノン ング ノン アア ン アン ノン ン ノン グン アン ン ン ン ン ン ン ン ン ン 44 


区 3 


098@ 人 


8 
0 人 原罪 ・ 3 (Ps53) 


ここ ここ ここ ここ ここ 


人 0 Mk 間 


| 吉 ンジ ン 


ーーj5xsss X2・ デ フ テ ラ Cese 





【 ラ ンク 一 覧 】 S :9999 一 5000 A:4999 一 4800 





































































































ベジ シ 2 5 0086 CCCETT リ リ 
B:4799 一 4600 C:4599-0 B:4799…4600 C:4599ー0 
| スペ シャ ル 外 得 条 件 ん た し 】 スペ シャ ル 獲 得 条 件 | 取得 点数 
超 執 刀 を 使用 し な い 1000 超 軌 刀 を 使用 し な い 100 
膜 を 51 枚 以上 増殖 させ な い リリ ULTUHBLUH UIU リ 上 玉 < ン ルル LU リ 
に DDHUUBUUVI ユ ン ル ル 4 300 ミス を し な い ED 
ミス を し な い 200 
し 0 に 
rky 刀 己 EDCAU X3・ テ タ ル テ ィ (一 P58) 
- 手術 No34 原 俳 ・ 四 (て P54) 【 ラ ンク 一 覧 】 S : 9999 一 4800 A:4799 一 4600 
[ラン クー 覧 】 S: 9999 ご 7000 A:6999 ご 6500 900824900SSO4399Ss0 
B:6499…6000 C:5999ー0 スペ シャ ル 獲 得 打 件 た し 1 
スペ シャ ル 獲 得 条 件 し に た し 超 執 刀 を 使用 し な い 100 
超 執 刀 を 使用 し な い 1000 ED に niURLUH TUDN ネ セ ン ル ル 4 1000 
憩 室 を 7 個 以上 発生 させ な い リリ ミス を し な い EIU 
[と 村 り U 及 り リ ウル シル リル 4 KU リリ 
ミス を し な い ロリ と ーー 加 ーー 
= pves: 人 トリ ー テ ィ cssy 
【 ラ ンク ー 覧 】 S : 99997000 A:6999 ご 6500 
ョ rgsy 握 - 己 の ) 


原罪 ・ 仙 ss 






































原罪 ・ 六 ノ \ ご Ps6) 

















- 手術 No35 
[ラン クー 覧 S: 9999 ご 4000 A:3999 一 3700 | スペ シャ ル 提 人 必 :EC 
| B:3699 一 3400 C:3399 こ 0 超 軌 刀 を 使用 し な い TO 
| スペ シャ ル 攻 得 条 件 EC 残り 時 間 00: 10:00 以 上 で クリ ア 1000 
| 超 婁 刀 を 使用 し な い 1000 ミス を し な い 900 
| 残り 時 間 00:30:00 以 上 で クリ ア Bm 8 史 
円 o 
ミス を し な い Pe */ ペ ベッ 
2 一 Rg X5: ペ ンプ テイ csss 
、 【 ラ ンク 一覧 】 S : 9999 一 4000 A:3999 一 3700 
ョ rgsy ら -7 B:3699 ご 3400 C:3399 こ 0 










































































_ 手術 No36 Re ー 
ETTT) | ラペ シル 手 和 人 | 間 上 雪 
B:89998700 C:8699-0 、 超 婁 刀 を 使用 し な い 100 
| スペ シャ ル 衝 得 条件 | 取得 点数 残り 時 間 00 :10: 00 以 上 で クリ ア FT 
超 執 刀 を 使用 し な い mm ミス を し な い FT 
残り 時 間 01:30:00 以 上 で クリ ア ED 
ミ と eS 、o 一 ト O 
ST 299 EDYc】 《 ロ ・ ノ \ ラス ケ アル 6 (2)】 
し 2 800 [ラン クー 覧 ] Si9999 こ 9300、A:9299 ご 9000 
肝 騰 で クリ ア Fm B:8999 ご 8700 C:8699-0 
心臓 で クリ ア 100 スペ シャ ル 政 得 条件 | 必 :EEi 
超 執 刀 を 使用 し な い 100 
srsy ら - 昨 り 時 間 00:10:00 以 上 で クリ ア Ti) 
_ 手術 No37 原 罪 ・ ・ 世 (ーP57) た 計 内 
[ラン クー 覧 ] S:9999 ご 6500 A:6499 ご 6200 さき 900 
B:61996000 C:5999-0 
スペ シャ ル | rr 0 が 
ここ 了 smsas X7・ サ ヴァ ト crey 
ーー 【 ラ ンク 一 覧 】 S : 9999 一 9000 A:8999 一 8600 
ミス を し な い 1000 B:8599…8200 C:8199-0 








ーー 一 舌 Ness X1 < に リル で ( 全 2) 


【 ラ ンク 一 覧 】 S :9999…7600 A:7599 一 7400 
B:7399ー7200 C:7199-0 























| スペ シャ ル 和 条件 取得 点数 | 
直幸 妃 を 使用 し な い 100 
残り 時 間 00:10:00 以 上 で クリ ア 1000 
ミス を し な い 900 




















| スペ シャ ル 下 得 条件 | 取得 数 
し 0 た nlUUHLUHU り りり キン 4 リル 。 1000 
ミス を し な い 1000 
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超 封 カ カド ッ ケ ウス 公式 カド フッ クー ーーーーー 放 
へ ロロ は | コロ FFIF1AF ロ り !D モ コロ ロ に / 
@2005 年 7 月 21 日 初版 発行 / 


企画 

編集 

装丁 ・ 本 文 デザ イン 
攻略 

編集 協力 

イラ スト 着 彩 

ルリ Ao と と と 4 





ファ ミ 通 書籍 編集 部 

野口 美 千 生 (ファ ミ 通 書籍 編集 部 ) 
岩永 尚史 (ファ ミ 通 書籍 編集 部 ) 
新山 基 一 (ファ ミ 通 書籍 編集 部 ) 
大 谷 芳 弘 (ファ ミ 通 書籍 編集 部 ) 
E:174 の / 

Di 正 さ っ 】 

森田 淳 ( 株 式 会 社 アト ラス ) 


浜村 弘一 
青柳 昌行 
坂本 武郎 
NE| 
神田 雅代 


に 有川 
坂口 哲也 


大 日 本 印刷 株 式 会 社 


upsyu 中 ジン ル ョ ジル アバ 
ェ 102-8431 

東京 者 千代 田 区 三 番 町 6- 1 

電話 0570-060-555 (代表 ) 


株 式 会 社 アト ラス 
〒 ェ 160-0825 
東京 都 新宿 区 神楽 坂 4-8 神楽 坂 プラ ザビ ル 





@ 本 書 は 閉 作 権 法 上 の 保護 を 受け て いま す 。 本 書 の 一 部 ある い は 全部 に つい 
KG ツル アン た 夏 だ さ 9 ア ル ョ レル 7 人 オー て 9) と 23: 中 中 シン スニ シル レン グノー】 
の 文書 に よる 承諾 を 得 ず に 、 いか な る 方 法 に お いて も 無断 で 複写 、 複製 する 
こと を 禁じ ます 。 


@ 本 語 に お ける サー ビス の ご 利用 、 プ レ ゼ ント の ご 応 基 等 に 関連 し て お 客 様 か 
ら ど ご 提供 いた だ いた 個人 情報 に つき まし て は 、 弊社 の プラ イバシー ポリ シー 
(URL:http://www.enterbrain.co.jp) の 定め る と ころ に より 、 取り 扱わ せ 
て いた だ きま す 。 





本 書 の 内 容 ・ 不 良 交換 に つい て の お 問い 合わ せ 先 


エン ター ブレ イン カス タマ ー サ ポー ト 
電話 :0570-060-555 (受付 時 間 は 土日 祝日 を 除く 18:00 一 17:00) 
メー ル ア ド レス : support@ml.enterbrain.GoJjp 





で 質問 内 容 に より まし て は 、 ご 返答 まで に お 時 間 を いた だ く 場 合 が ご ざ 
いま す 。 また 、 本 書 に 記載 し て いな い ゲー ム 内 容 に 関し まし て の ご 質問 
に は 一 切 お 答え で きま せん の で 、 あら か じ め ご 了承 くだ さい 。 








rrnpgDS・ ニ ン テ ン ドーDS は 任天堂 の 商標 で す 。 


@2005 ATLUS. All Rights Reserved. 
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男 還 還 還 還 還 還 還 還 アト ラス バフ ァ ミ 通 友 刊 補 内 還 昌 昌 間 昌 間 間 間 間 





























デジ タル ・ デ ビル ・ サ ー が ガ デジ タル ・ デ ビル ・ サ ー が ガ 
ー ア パタ ニル : チ ュー ナー2ー ー ア パタ ー ル ・ チ ュー ナー2 一 
オフ ィ シ ャ ルフ ァ ン ブッ ク 公式 ガイ ド プ ブック 追 完 編 
定価 1680 円 (本体 1600 円 + 税 52%) 定価 1470 円 (本体 1400 円 + 税 52%) 
A5 判 好評 発売 中 A5 判 好評 発売 中 
























RS 5 
SS | 


ー ア バタ ー ル ・ チ ュー ナー ター 衝立 大 理学 
公式 ガイ ドブ プッ ク 近 (生徒 人 最前 
定価 1260 円 (本 体 1200 円 + 税 52) 定価 1995 円 (本体 1900 円 + 税 5) 
A5 判 好評 発売 中 A5 判 好評 発売 中 


デジ タル ・ デ ビル ・ サ ー ガ アバ ター ル ・ チ ュー ナー 公式 ファ イナ ル ガ イ ド … 
デジ タル ・ デ ビル ・ サ ー ガ アバ ター ル ・ チ ュー ナー 公式 ガイ ドブ ッ ク ..… 





寺田 克也 グラ フィ ックス BUSINO キャ ラク ター& ワ ー ル ドガ イダ ンス .…… 1 


真 ・ 女 神 転生 軸 -NOCTURNE- マニ アク ス 公式 パー フェ クト ガイ ド ^ 角 腸 ~… 
BUSINO Wizardry Alternative NEO 公式 コソ プリ ー ト ガイ ド 
グロ ー ラ ン サ ーM 公式 ガイ ドブ ッ ク .………… 
真 ・ 女 神 転生 グリ モア CHA0S MUSEUM.… 
真 ・ 女 神 転生 Il 公式 パー フェ クト ガイ ド GBA 対 応 改訂 版 … me…… 





真 ・ 女 神 転生 デビ ルチル ドレ ン 災 の 書 & 水 の 書 公式 パー フェ クト ガイ ド .…] 


真 ・ 女 神 転生 チキ -NOCTURNE- 公式 ガイ ドブ ッ ク 
真 ・ 女 神 転生 公式 パー フェ クト ガイ ド GBA 対 応 改訂 版 . 
真 ・ 女 神 転生 正典 Di 


gtal devil Story~ て Chronicle~ 








真 ・ 女 神 転生 INE ス タン ドア ロー ン 版 公式 パー フェ クト ガイ ド .………… 1680 円 
真 ・ 女 神 転生 if.. 公 式 パ バー フェ クト ガイ ド .… ん er 470 円 
真 ・ 女 神 転生 デビ ルチル ドレ ン 光 の 書 & 間 の 書 公式 パー フェ クト ガイ ド .… 260F 


※ 記 載 い た し まし た 価格 は 本 体 価 格 に 消費 税 596 が 含ま れ て お り ま す 。 












デジ タル ・ デ ビル ・ サ ー が 九龍 妖魔 学園 紀 公式 ファ ィ ナ ル ガ イ ド 
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定価 | 本 体 1000 円 + 税 1920076010002 
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